
第 号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

国立大学法人神戸大学長

　　　　　藤　澤　正　人

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

〒650-0017　神戸市中央区楠町７丁目５－２

電話(078)　382－5111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場
合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

「神経内科」の診療内容は脳神経内科、「内分泌内科」の診療内容は糖尿病内分泌内科、「代謝内科」及び「リウマチ科」の
診療内容は「内科」、「アレルギー疾患内科またはアレルギー科」の診療内容は「内科」、「呼吸器内科」、「皮膚科」等で提供
している。

氏名

〒657-8501　神戸市灘区六甲台町１－１

国立大学法人神戸大学

神戸大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

57神大医支

厚生労働大臣 開設者名

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和7年度の業務に関して報告します。

神戸大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）46 888 934

結核 療養

2消化器外科 ３乳腺外科

外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

2小児科

診療実績

「消化器外科」の診療内容は食道・胃腸外科、「乳腺外科」及び「内分泌外科」の診療内容は乳腺・内分泌外科で提供している。

１精神科

５血管外科

３歯科口腔外
科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科

８産科

14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科

歯科の診療体制

6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

通常の歯科診療内容は歯科口腔外科で提供している。

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

13放射線診断科

形成外科

放射線腫瘍科 病理診断科 脳神経内科
リハビリテーショ

ン科
糖尿病内分泌
内科

腫瘍・血液内科
肝臓・胆のう・
膵臓外科

耳鼻いんこう頭
頚部外科

美容外科

食道・胃腸外科
乳腺・内分泌
外科

歯科口腔外科

一般 合計

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

604 327 762.7 31 0

13 19 16.9 20 73

72 3.45 75.4 7 0

12 0

45 0.475 45.475 0 0

967 6.275 973.2 38 12

0 0 0 0 44

5 0 5 2 84

18 0 18 59 26

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 7 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師

180

医療社会事業従事者

722.7

1785.9

13.8

93.7

736.5

必要医師数

1688.1

歯科等 合計

1879.6

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

382

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　病院長　黒田　良祐　　） 任命年月日

歯科等以外

産婦人科専門医 12

合計

11

16

26

12

33

26

医療安全管理委員会委員（令和７年４月１日～）

26

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

88

73

12

25

9

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それ
ぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

総合内科専門医 13



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

36 床 有

有

㎡ 有
㎡
㎡

床
床

台

㎡

411 ㎡ （主な設備）

88 ㎡ （主な設備）

278 ㎡ （主な設備）

67 ㎡ （主な設備）

429 ㎡ （主な設備）

1217 ㎡ 室数 室 人

2145 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

20414

18550

1235

24105

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

クリオスタット、ウルトラミクロトーム、染色装置

解剖台、オートクレープ、写真撮影機

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 89.8 逆紹介率 　76　．9

6

1

収容定員

蔵書数

1082

約15万

病床数
病床数

(クラス100）　　　　5
(クラス100以外）63

35.3
722.35

4

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

36

自動臨床化学分析装置

微生物分類同定分析装置　同定・薬剤感受性パネル自動測定装置

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

人工呼吸装置

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
663.6

鉄筋コンクリート

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

必要歯科医師数 7

25

432

必要薬剤師数

所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名



○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

一般財団法人
神戸市学校給食会会
長

医療を受ける者その他
の医療従事者以外の
者

2

土井　智文

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

日本赤十字病院神戸
赤十字病院
副院長兼内科部長

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する
その他学識経験を有す
る者

1

京都府立医科大学
大学院医学研究科
客員教授（非常勤）

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する
その他学識経験を有す
る者

1

花田　裕之

丸山　英二

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

ホームページ

有

有

委員名簿の公表の有無



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1

0人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人

2人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

6

4人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

周術期デュルバルマブ静脈内投与療法

術後のアスピリン経口投与療法

陽子線治療

人工呼吸管理を要するARDS患者に対するセボフルラン鎮静療法

アルゴンプラズマ高周波焼灼・凝固療法

テモゾロミド用量強化療法

取扱い患者数の合計（人）

先進医療の種類の合計数

（様式第2）（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 ロボット支援下鼠径部ヘルニア修復術 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

医療技術名 フリーズドライ多血小板血漿(PRP-FD)の局所注射療法 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的前立腺がんマイクロ波焼灼・凝固療法 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 3

取扱い患者数の合計（人） 8

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

対象は、鼠径部ヘルニアを有し、全身麻酔が可能な患者。腹腔内を膨らませた状態で、臍の左右に約1cmの皮膚切開を
おき、それぞれポートを挿入し、計3ヶ所の鉗子・カメラをロボットシステムに装着する。術者は、コンソール（操作室）でそれ
らの鉗子を操作し、手術を行う。従来の腹腔鏡下鼠径部ヘルニア修復術に比べ、手術時間の延長傾向はあるものの、術後
合併症は同等もしくは有意に少ないく、安全で有用とする報告がある。また、3次元画像による神経などの鼠径部の解剖を
緻密に確認することが可能となり、重要な術後合併症の1つである慢性神経疼痛の軽減にも寄与すると考えられる。

対象は、変形性関節症、副靭帯損傷、肩腱板断裂、腱付着部炎の患者。自分の血液を濃縮して作成した多血小板血漿を
フリーズドライし（PRP-FD）、損傷部位へ注射投与を行う。PRP-FDは自分の血液から作られる製剤で、細胞増殖因子を多く
含む事が特徴であり、それらが細胞を活性化することにより痛みや炎症（熱感、赤み、腫れ）を伴うことがある。
多血小板血漿の作成は外部委託機関で作成する。PRPは再生医療の一種として、自由診療としてスポーツクリニック等で
広く用いられており、疾患の初期においてはその有用性が報告されている。

対象は限局性前立腺がんの患者。マイクロ波手術器を用い、がん病巣に挿入した凝固用の針（直径1.6mm）の先端部(およ
そ2cm)のところで、2,450MHzのマイクロ波を発生させ、その振動でがん病巣の組織に高熱を発生させて、がん病巣だけを
高温で焼いて組織を凝固し、死滅させる治療。治療対象を前立腺全体ではなく、癌病巣に絞ることでがんの制御と前立腺
および周辺臓器の機能を残しておく機能温存を達成できる。また、前立腺全体を治療する標準治療に比べて、手術時間や
麻酔時間、入院期間の短縮により早期の社会復帰が可能になる。

（様式第2）（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 10 56 ベーチェット病 137
2 筋萎縮性側索硬化症 13 57 特発性拡張型心筋症 101
3 脊髄性筋萎縮症 43 58 肥大型心筋症 116
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 23
6 パーキンソン病 279 61 自己免疫性溶血性貧血 20
7 大脳皮質基底核変性症 4 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 9
8 ハンチントン病 6 63 特発性血小板減少性紫斑病 69
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 3
10 シャルコー・マリー・トゥース病 24 65 原発性免疫不全症候群 17
11 重症筋無力症 191 66 IgＡ 腎症 0
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 38
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 199 68 黄色靱帯骨化症 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
37 69 後縦靱帯骨化症 3

15 封入体筋炎 1 70 広範脊柱管狭窄症 1
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 112
17 多系統萎縮症 10 72 下垂体性ADH分泌異常症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 73 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 1 74 下垂体性PRL分泌亢進症 2
20 副腎白質ジストロフィー 6 75 クッシング病 25
21 ミトコンドリア病 39 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 48 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 1
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 0
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 3 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 27 83 アジソン病 3
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 146
30 遠位型ミオパチー 3 85 特発性間質性肺炎 15
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 32
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 103
34 神経線維腫症 138 89 リンパ脈管筋腫症 7
35 天疱瘡 7 90 網膜色素変性症 3
36 表皮水疱症 0 91 バッド・キアリ症候群 2
37 膿疱性乾癬（汎発型） 16 92 特発性門脈圧亢進症 3

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 6 93
原発性胆汁性胆管炎

旧病名（原発性胆汁性肝硬変）
90

39 中毒性表皮壊死症 1 94 原発性硬化性胆管炎 40
40 高安動脈炎 23 95 自己免疫性肝炎 101
41 巨細胞性動脈炎 24 96 クローン病 145
42 結節性多発動脈炎 13 97 潰瘍性大腸炎 355
43 顕微鏡的多発血管炎 36 98 好酸球性消化管疾患 21
44 多発血管炎性肉芽腫症 35 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 48 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 6 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 5 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 2
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 45 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 383 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 85 105 チャージ症候群 9
51 全身性強皮症 57 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0

52 混合性結合組織病 51 107
若年性特発性関節炎

旧病名（全身型若年性特発性関節炎）
3

53 シェーグレン症候群 250 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 4 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 4 110 ブラウ症候群 0

疾　　　患　　　名　 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 47 161 家族性良性慢性天疱瘡 3
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 78
113 筋ジストロフィー 188 163 特発性後天性全身性無汗症 36
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 18 164 眼皮膚白皮症 2
115 遺伝性周期性四肢麻痺 4 165 肥厚性皮膚骨膜症 1
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 5

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
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117 脊髄空洞症 23 167 マルファン症候群 37
118 脊髄髄膜瘤 5 168 エーラス・ダンロス症候群 15
119 アイザックス症候群 2 169 メンケス病 4
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 8

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質

脳症
0 173

VATER症候群
0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳

動脈症
0 174

那須・ハコラ病
0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん

性白質脳症
0 175

ウィーバー症候群
0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

127
前頭側頭葉変性症

4 177
ジュベール症候群関連疾患

旧病名（有馬症候群）
0

128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 1
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 2
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 1
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 1 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 1
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 1
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 6
144 レノックス・ガストー症候群 5 194 ソトス症候群 2
145 ウエスト症候群 2 195 ヌーナン症候群 11
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 1
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 2
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳

症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 1 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 82 208 修正大血管転位症 15
159 色素性乾皮症 49 209 完全大血管転位症 7
160 先天性魚鱗癬 4 210 単心室症 2

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211
左心低形成症候群 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラー

ゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 2 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 2 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 70 263 脳腱黄色腫症 1
216 両大血管右室起始症 8 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 1 265 脂肪萎縮症 4
218 アルポート症候群 41 266 家族性地中海熱 17
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 22 268 中條・西村症候群 0

221
抗糸球体基底膜腎炎 1

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症

候群
7

222 一次性ネフローゼ症候群 2 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 19
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
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226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2 274 骨形成不全症 5
227 オスラー病 41 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 2
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 6
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 0
232 カーニー複合 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
234ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを除く。） 1 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
235 副甲状腺機能低下症 17 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 7 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 3 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 9 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 4
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 3
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0
244 メープルシロップ尿症 1 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 2 293 総排泄腔遺残 2
246 メチルマロン酸血症 6 294 先天性横隔膜ヘルニア 4
247 イソ吉草酸血症 2 295 乳幼児肝巨大血管腫 1
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 10
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 1
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 4 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 35
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 3
254 ポルフィリン症 8 302 レーベル遺伝性視神経症 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 5 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 8 305 遅発性内リンパ水腫 4

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 38

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
308 進行性白質脳症 1 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 20 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
310 先天異常症候群 1 324 メチルグルタコン酸尿症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 1 326 大理石骨病 3

313
先天性肺静脈狭窄症 0

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるもの

に限る。）
0

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 328 前眼部形成異常 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ

１Ｂ関連腎症
0 329 無虹彩症 1

316
カルニチン回路異常症 3

330
先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症

旧病名（先天性気管狭窄症）
4

317 三頭酵素欠損症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 23
318 シトリン欠損症  5 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 3
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール

（GPI）欠損症
0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0

335 ネフロン癆 3
336  家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0
337 ホモシスチン尿症 4
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
339 MECP2重複症候群 0

340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を

含む。）
0

341 TRPV4異常症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
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疾患数 187
合計患者数（人） 5225



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

救命救急入院料１

特定集中治療室管理料２

ハイケアユニット入院医療管理料１

小児入院医療管理料２摂食障害入院医療管理加算

小児緩和ケア診療加算

精神科応急入院施設管理加算

精神病棟入院時医学管理加算

認知症ケア加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

精神科急性期医師配置加算

排尿自立支援加算

地域医療体制確保加算

無菌治療室管理加算１

無菌治療室管理加算２

後発医薬品使用体制加算１

バイオ後続品使用体制加算

病棟薬剤業務実施加算１

病棟薬剤業務実施加算２

データ提出加算

入退院支援加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

感染対策向上加算１

患者サポート体制充実加算

重症患者初期支援充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

呼吸ケアチーム加算

放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場
合）

放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

緩和ケア診療加算

看護職員夜間配置加算

看護補助加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

特定機能病院入院基本料

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算２

医師事務作業補助体制加算１

急性期看護補助体制加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

情報通信機器を用いた診療に係る基準

医療ＤＸ推進体制整備加算

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療医療安全対策加算２

歯科外来診療感染対策加算４

歯科診療特別対応連携加算

精神科身体合併症管理加算

精神科リエゾンチーム加算

総合周産期特定集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

外来腫瘍化学療法診療料１ 肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

慢性腎臓病透析予防指導管理料
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

院内トリアージ実施料
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

外来放射線照射診療料 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

二次性骨折予防継続管理料１
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

下肢創傷処置管理料
胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を
超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

二次性骨折予防継続管理料３
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

腎代替療法指導管理料
胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

婦人科特定疾患治療管理料 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

小児運動器疾患指導管理料
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

糖尿病透析予防指導管理料
乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

がん患者指導管理料ニ 顎関節人工関節全置換術（歯科）

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科）

外来緩和ケア管理料 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

がん患者指導管理料イ 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

がん患者指導管理料ハ
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

がん患者指導管理料ロ
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モニタ
リング加算

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪
性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

がん性疼痛緩和指導管理料 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

糖尿病合併症管理料 内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） 人工中耳植込術

ウイルス疾患指導料
植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

外来栄養食事指導料の注２に規定する基準
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの
に限る。）

高度の医療の提供の実績

連携充実加算
胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

（様式第2）



外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法体
制充実加算

縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

ニコチン依存症管理料 内視鏡下筋層切開術

がん治療連携計画策定料
食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

がん治療連携計画策定料 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

外来排尿自立指導料 胸腔鏡下弁形成術

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 胸腔鏡下弁置換術

ハイリスク妊産婦連携指導料２
経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

肝炎インターフェロン治療計画料 経皮的僧帽弁クリップ術

こころの連携指導料（Ⅱ） 不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

薬剤管理指導料 経皮的中隔心筋焼灼術

医療機器安全管理料１ ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

医療機器安全管理料２
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

医療機器安全管理料（歯科）
両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

歯科治療時医療管理料
両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

救急患者連携搬送料
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・
指導料の注２

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他
のもの）及び経静脈電極抜去術

在宅患者訪問看護・指導料の注16（同一建物居住者訪問看
護・指導料の注６の規定により準用する場合を含む。）に規定
する専門管理加算

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測
定

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

補助人工心臓

遺伝学的検査の注１に規定する施設基準 植込型補助人工心臓（非拍動流型）

遺伝学的検査の注２に規定する施設基準 経皮的下肢動脈形成術

染色体検査の注２に規定する基準 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

骨髄微小残存病変量測定 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査
腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開
後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出
術、等

がんゲノムプロファイリング検査 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

先天性代謝異常症検査 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの））



ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫
瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核酸
検出を含まないもの）

腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの））

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） 腹腔鏡下胃縮小術

検体検査管理加算（Ⅳ） バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

国際標準検査管理加算
腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

遺伝カウンセリング加算 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

遺伝性腫瘍カウンセリング加算
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 体外衝撃波胆石破砕術

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 腹腔鏡下肝切除術

胎児心エコー法 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

ヘッドアップティルト試験 生体部分肝移植術

人工膵臓検査、人工膵臓療法 同種死体肝移植術

長期継続頭蓋内脳波検査 体外衝撃波膵石破砕術

長期脳波ビデオ同時記録検査１ 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

単線維筋電図 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

神経学的検査
腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

補聴器適合検査 腹腔鏡下膵中央切除術

全視野精密網膜電図 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

ロービジョン検査判断料
腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

コンタクトレンズ検査料１ 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

小児食物アレルギー負荷検査 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

内服・点滴誘発試験
腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

経頸静脈的肝生検
腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）
及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

経気管支凍結生検法
腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

口腔細菌定量検査 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

精密触覚機能検査
腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

画像診断管理加算４ 腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場
合を除く。）

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場
合に限る。）

同種死体腎移植術

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合を除く。）

生体腎移植術



ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合に限る。）

膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロ
イドＰＥＴイメージング剤を用いた場合を除く。）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロ
イドＰＥＴイメージング剤を用いた場合に限る。）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 尿道狭窄グラフト再建術

冠動脈ＣＴ撮影加算 人工尿道括約筋植込・置換術

血流予備量比コンピューター断層撮影 精巣温存手術

心臓ＭＲＩ撮影加算 精巣内精子採取術

乳房ＭＲＩ撮影加算 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

頭部ＭＲＩ撮影加算
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

全身ＭＲＩ撮影加算 腹腔鏡下仙骨腟固定術

肝エラストグラフィ加算
腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

抗悪性腫瘍剤処方管理加算
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

外来化学療法加算１ 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

無菌製剤処理料 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 胎児胸腔・羊水腔シャント術

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 胎児輸血術及び臍帯穿刺

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 体外式膜型人工肺管理料

摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算
２

医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の休
日加算１

がん患者リハビリテーション料
医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の時
間外加算１

歯科口腔リハビリテーション料２
医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の深
夜加算１

経頭蓋磁気刺激療法
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

精神科作業療法
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

精神科ショート・ケア「小規模なもの」 輸血管理料Ⅰ

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

貯血式自己血輸血管理体制加算

医療保護入院等診療料 コーディネート体制充実加算

医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の休日
加算１

自己生体組織接着剤作成術

医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の時間
外加算１

自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の深夜
加算１

同種クリオプレシピテート作製術

静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

多血小板血漿処置 歯周組織再生誘導手術

エタノールの局所注入（甲状腺） 広範囲顎骨支持型装置埋入手術



エタノールの局所注入（副甲状腺） 歯根端切除手術の注３

人工腎臓 口腔粘膜血管腫凝固術

導入期加算３及び腎代替療法実績加算 レーザー機器加算

手術用顕微鏡加算 高エネルギー放射線治療

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 麻酔管理料（Ⅰ）

難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

麻酔管理料（Ⅱ）

移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 周術期薬剤管理加算

口腔粘膜処置 一回線量増加加算

ストーマ合併症加算 放射線治療専任加算

磁気による膀胱等刺激法 外来放射線治療加算

歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

歯科技工士連携加算２ 画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 体外照射呼吸性移動対策加算

歯科技工加算１及び２ 定位放射線治療

皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 定位放射線治療呼吸性移動対策加算

組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

画像誘導密封小線源治療加算

骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 保険医療機関間の連携による病理診断

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種
骨移植（特殊なものに限る。）））

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術
中迅速病理組織標本作製

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅
速細胞診

人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの） デジタル病理画像による病理診断

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 病理診断管理加算２

椎間板内酵素注入療法 悪性腫瘍病理組織標本加算

腫瘍脊椎骨全摘術 クラウン・ブリッジ維持管理料

原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 歯科矯正診断料

脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とする
ものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 看護職員処遇改善評価料５７

頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極
による場合）に限る。）

看護職員処遇改善評価料６０

角結膜悪性腫瘍切除術 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

角膜移植術（内皮移植加算） 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

羊膜移植術 入院ベースアップ評価料６９

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

陽子線治療　根治切除が可能な肝細胞がん（初発のものであ
り、単独で発生したものであって、その長径が三センチメート
ルを超え、かつ、十二センチメートル未満のものに限る。）



緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶
体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

術後のアスピリン経口投与療法　下部直腸を除く大腸がん（ス
テージがⅢ期であって、肉眼による観察及び病理学的見地か
ら完全に切除されたと判断されるものに限る。）

緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

周術期デュルバルマブ静脈内投与療法　肺尖部胸壁浸潤が
ん（化学放射線療法後のものであって、同側肺門リンパ節・縦
隔リンパ節転移、同一肺葉内・同側の異なる肺葉内の肺内転
移及び遠隔転移のないものに限る。）

毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。）
セボフルラン吸入療法　急性呼吸窮迫症候群（従来の治療法
に抵抗性を有するものに限る。）

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

経皮的前立腺がんマイクロ波焼灼・凝固療法　前立腺がん
（限局性のものに限る。）

網膜再建術
アルゴンプラズマ高周波焼灼・凝固療法　切除が不可能な食
道表在がん

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 酸素の購入単価



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 19

剖検率（％） 7%

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1ヶ月につき15回

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）
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1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計　15件

小児腎領域の希少・難治性疾患群の全国診
療・研究体制の構築 野津　寛大

間脳下垂体機能障害に関する調査研究 福岡　秀規

小児腎領域の希少・難治性疾患群の全国診
療・研究体制の構築 森貞　直哉

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

難治性血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ
管奇形（リンパ管腫）・リンパ管腫症および関
連疾患についての調査研究

長濱　通子

ホルモン分泌・受容障害に関わる難病の調
査研究

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

11,000,000
国立保健医療科学
院

Society5.0を手術室で実現するスマート治療
室システムに関する国際標準化事業 村垣　善浩

未来医工学研究開発セ
ンター

47,652,000 厚生労働省

小川　渉

医師の働き方改革におけるＣ-２水準適用医
師の技能研修実態の事後評価方法の検討
のための研究

掛地　吉弘 食道胃腸外科学分野 2,874,000 厚生労働省

小児急性脳症の診療向上・ガイドライン策定
に向けた体制整備 永瀬　裕朗 小児科学分野 500,000

国立保健医療科学
院

800,000 厚生労働省

難病の克服に向けた研究推進と医療向上を
図るための戦略的統括研究 錦織　千佳子 皮膚科学分野 800,000 厚生労働省

難病の克服に向けた研究推進と医療向上を
図るための戦略的統括研究 中村　誠 眼科学分野

オールジャパン体制によるIgG4関連疾患の
診断基準並びに診療指針の確立を目指す
研究

児玉　裕三 消化器内科学分野 500,000
国立保健医療科学
院

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害
の難病に対する医療と支援に関する研究 上原　奈津美 耳鼻咽喉・頭頸部外科 100,000

国立保健医療科学
院

中西　裕子 眼科学分野 70,000
国立保健医療科学
院

難治性血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ
管奇形（リンパ管腫）・リンパ管腫症および関
連疾患についての調査研究

野村　正 形成外科・美容外科 300,000
国立保健医療科学
院

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害
の難病に対する医療と支援に関する研究

国立保健医療科学
院

スモンに関する調査研究 関口　兼司 脳神経内科学分野 300,000 厚生労働省

200,000皮膚科

小児科学分野 250,000
国立保健医療科学
院

小児科学分野 250,000
国立保健医療科学
院

糖尿病・内分泌内科 250,000
国立保健医療科学
院

（様式第3）
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補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計　17件

難治性聴覚障害に関する調査研究 上原　奈津美 耳鼻咽喉・頭頸部外科 300,000
国立保健医療科学
院

神経皮膚症候群および色素性乾皮症・ポル
フィリン症の学際的診療体制に基づく医療最
適化と患者 QOL 向上のための研究

久保　亮治 皮膚科学分野 1,000,000
国立保健医療科学
院

神経皮膚症候群および色素性乾皮症・ポル
フィリン症の学際的診療体制に基づく医療最
適化と患者 QOL 向上のための研究

錦織　千佳子 皮膚科学分野 1,000,000
国立保健医療科学
院

神経皮膚症候群および色素性乾皮症・ポル
フィリン症の学際的診療体制に基づく医療最
適化と患者 QOL 向上のための研究

上田　健博 脳神経内科学分野 1,000,000
国立保健医療科学
院

がん対策推進基本計画の進捗管理に資する
評価指数の実装に向けた研究 掛地　吉弘 食道胃腸外科学分野 300,000 厚生労働省

新規疾患の新生児マススクリーニングに求め
られる実施体制の構築に関する研究 篠原　正和 分子疫学分野 100,000 こども家庭庁

新規疾患の新生児マススクリーニングに求め
られる実施体制の構築に関する研究 坊　亮輔 小児科 100,000 こども家庭庁

慢性疼痛診療システム均てん化等事業 溝渕　知司 麻酔科学分野 500,000 厚生労働省

がん患者に発症する心血管疾患・脳卒中の
早期発見・早期介入に資する研究 平田　健一 循環器内科学分野 300,000 厚生労働省

誰一人取り残さないがん対策における格差
のモニタリングと要因解明に資する研究 片岡　葵 分子疫学分野 300,000 厚生労働省

専門薬剤師が医療の質に与える効果とその
評価に関する研究 矢野　育子 薬剤部 700,000 厚生労働省

非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染者
に合併する悪性腫瘍の制御を目指した研究 丹生　健一

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

300,000 厚生労働省

HIV感染者の妊娠・出産・予後に関する
コホート調査を含む疫学研究と情報の普
及啓発方法の開発および診療体制の整
備と均てん化のための研究

出口　雅士
地域医療ネットワーク学
分野地域医療ネットワー
ク学分野

1,250,000 厚生労働省

高齢者難治性骨髄疾患を担う神経
ネットワークの探索と機能解析に基づ

く臨床応⽤のための技術基盤の創出
片山　義雄 血液内科 78,101,790

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

若年期体細胞モザイクの発生要因・
拡大原理の解明とその制御による新
規治療基盤の創出

久保　亮治 皮膚科学分野 14,950,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

ストレスレジリエンスの個体差を生み出
す分子・神経回路基盤の解明 篠原　亮太 薬理学分野 16,640,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

革新的化合物探索・合成手法による
新規抗菌アジュバントの創出 今崎　剛 生体構造解剖学分野 12,480,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構
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老化研究支援・推進に関する研究開
発 南　康博 細胞生理学分野 69,041,167

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

神経細胞とグリア細胞の老化制御機
構の解明とそのアルツハイマー型認
知症の診断・治療法の開発への応用

千原　典夫 脳神経内科 15,600,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

核内膜プロテオスタシスの制御 有井　潤 臨床ウイルス学分野 16,900,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

個体老化における視床下部タニサイト
のネクチン-１の機能と作用機構 清水　達太

細胞生理学分野病態シ
グナル学部門

14,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

腸内細菌と老化細胞のクロストークが
引き起こす加齢に伴う恒常性破綻機
構の解明とその制御

遠藤　光晴 細胞生理学分野 15,600,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

加齢に伴うホスホイノシタイド変容と老
化・疾病の本態解明 鈴木　聡 分子細胞生物学分野 9,360,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

ヒト心不全における心筋DNA損傷の
病的意義の解明とその制御 仁田　亮 生体構造解剖学分野 3,250,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

レジストリ連携による神経変性疾患iPS
細胞コホートの構築と整備／患者リク
ルート・付随情報整備

錦織　千佳子 皮膚科学分野 1,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

腸内マイクロバイオーム制御による次
世代創薬技術の開発／課題１（２）：リ
バーストランスレーショナル創薬に向
けた包括的マイクロバイオーム制御基
盤技術開発―マイクロバイオーム創薬
エコシステム構築に向けて―／創薬

南　博信 腫瘍・血液内科学分野 3,900,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

腸内マイクロバイオーム制御による次
世代創薬技術の開発／課題１（２）：リ
バーストランスレーショナル創薬に向
けた包括的マイクロバイオーム制御基
盤技術開発―マイクロバイオーム創薬
エコシステム構築に向けて―／創薬

児玉　裕三 消化器内科学分野 13,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

廃用性筋萎縮の発症・進展抑制薬の
探索 小川　渉

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

15,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

色素性乾皮症A群の新規治療薬の探
索 辻本　昌理子 皮膚科学 9,999,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

疾病発症につながる代謝ストレス及び
社会的ストレスに抗する運動模倣性メ
カニカルストレスの作用機序解明に基
づく病因・病態の理解

小川　渉
糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

13,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

社会ストレスに対する生体ネットワーク
統合情報研究 中井　信裕 生理学分野 10,400,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

血管内皮幹細胞を標的とした虚血性
疾患の革新的治療法の開発/バイオ
インフォマティクス解析と情報の検証、
ヒト検体での検証と心筋虚血を含めた
疾患への展開

堀江　真史 分子病理学分野 6,470,438
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

汗孔角化症に対する新規治療薬の創
薬標的の検証 久保　亮治 皮膚科学分野 2,640,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

Investigation of proviral effect of a
novel host factor HLTF, an E3
ubiquitin ligase and DNA helicase, on
the replication of hepatitis B virus

鄧　琳 感染制御学分野 2,249,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構
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一細胞組織イメージングメタボローム
解析技術の確立と社会ストレスによる
脳機能変容の代謝性機序解明

永井　裕崇 薬理学分野 14,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

老化型ミクログリアが秘める生体保護
作用に基づく脳疾患治療法の開発 的崎　尚

分子細胞生物学分野生
体シグナル制御学部門

3,639,924
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

バーサタイルCD34陽性細胞を用いた
超個別化医療の実現 宮西　正憲 細胞医科学分野 202,010,430

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

AI Robotic Surgery を実現する DX
Platform の開発 村垣　善浩

未来医工学研究開発セ
ンター/大学院医学研究
科医療創成工学専攻

154,779,647
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

非侵襲遠隔モニタリングによる心不全
増悪の早期探知アルゴリズム構築の
ための多機関協働プラットフォーム開
発と統合AIモデルの作成および実用
化に向けたPHR情報統合基盤の構築

平田　健一 循環器内科学分野 10,491,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

小児がんFFPE 標本を活用した革新
的プロテオーム解析とバイオインフォ
マティクスによる次世代創薬開発

田村　彰広
小児科学分野こども急
性疾患学部門

26,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

腸－脳機能コネクトミクスによる腸内感
覚の機能解明と操作 榎本　秀樹 神経分化・再生分野 30,550,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

造血幹細胞機能維持体外細胞増幅
技術の開発 宮西　正憲 細胞医科学分野 9,100,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

微小管を軸とした細胞極性形成機構
の解明 今崎　剛 生体構造解剖学分野 11,830,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

医工融合による低侵襲・高解像な感
音難聴の精密診断の実現 藤田　岳

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

7,800,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

線維症の時空間的動態解析による新
規治療法の開発 菊田　順一 免疫学分野 8,450,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

「大気汚染」×「医学」を繋げたA loT
による新しい予防医療の創出/大気汚
染と病気の関連性を繋げる分子遺伝
学的研究

永野　達也 呼吸器内科学分野 1,100,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

「世界モデルとなる自立成長型人材・
技術を育む総合健康産業都市拠点」
に関する神戸大学による研究開発及
びプロジェクト推進

勝二　郁夫
副医学研究科長・医学
部長

25,560,600
国立研究開発法人
科学技術振興機構

がん超早期・早期病変に対する細胞
生物学的治療コンセプトの創出 南　康博 細胞医科学分野 42,859,700

国立研究開発法人
科学技術振興機構

患者生体試料リソースプラットフォーム
の構築と運用 児玉　裕三 消化器内科学分野 58,000,800

国立研究開発法人
科学技術振興機構

オミックス解析基盤の構築・多階層統
合解析プラットフォーム・データベース
の構築と運用

篠原　正和 分子疫学分野 16,924,700
国立研究開発法人
科学技術振興機構

患者生体試料リソースプラットフォーム
の構築と運用 今井　俊夫 消化器内科学分野 37,230,700

国立研究開発法人
科学技術振興機構
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免疫系に着目した血管性認知症およ
び混合型認知症における臓器間ネッ
トワークの解明

松本　理器 脳神経内科学分野 42,900,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

臓器間ネットワークの変容を早期に観
測可能な新規イメージング技術の開
発とその応用による臓器間ネットワー
クの解明

仁田　亮 生体構造解剖学分野 7,670,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

動物を対象とした生体信号・感情状態
計測 内匠　透 生理学分野 10,400,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

こころの可視化と操作を可能にする脳
科学的基盤開発 内匠　透 生理学分野 11,700,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

マルチモーダルVRシステム構築と脳
機能ネットワークの可視化／脳機能
ネットワークの定量化

内匠　透 生理学分野 16,900,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

光遺伝学的ネットワーク操作法による
脳活動予測の検証 内匠　透 生理学分野 19,500,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

子どもの虐待・自殺ゼロ化社会 菱本　明豊 精神医学分野 3,900,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

子どもの虐待・自殺リスクの早期把握
を可能にする初のバイオマーカー確
立

大塚　郁夫 精神医学分野 16,900,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

AMPA-PETデータと網羅的DNAメチ
ル化データの相関の同定 大塚　郁夫 精神医学分野 2,496,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

被虐待〜自殺傾性のエピゲノム異常・
シングルセル遺伝子発現異常の同定 古屋敷　智之 薬理学分野 13,000,000

国立研究開発法人
科学技術振興機構

福祉・医療現場に導入可能なロボット
の設計とシステム構築と実用化 村垣　善浩

未来医工学研究開発セ
ンター

79,911,00
国立研究開発法人
科学技術振興機構

小西　明英 臨床研究推進センター 104,533,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

高頻拍ペーシングなしでの大動脈弁
頻回拡張を可能にする「心電図同期
型」経皮的大動脈弁拡張システムに
関する研究開発

ゲノム医療実現推進のためのバイオ
バンク・ネットワーク構築とバイオバン
ク利活用促進に関する研究開発

松岡　広 バイオリソースセンター 3,900,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

癌抑制ドライバー経路を標的とする抗
癌剤開発 鈴木　聡

生化学・分子生物学分
野

13,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

iPS細胞を用いた老化関連皮膚がんの
革新的治療戦略の開発 福本 毅 皮膚科学分野 6,500,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

グリオーマの診断マーカー実用化に
向けた研究開発 篠山　隆司 脳神経外科学分野 650,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

古屋敷　智之 薬理学分野 18,200,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

グリア病態からセノインフラメーション
へ発展する概念に基づく認知症発症
機序の早期検出と制御
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認知症克服に向けた脳のレジリエンス
を支えるリザバー機能とその増強法の
開発研究

古屋敷　智之 薬理学分野 36,530,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

インドネシアにおける新興・再興感染
症の国際共同研究拠点形成に関する
研究

森　康子 感染症センター 78,434,200
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

慢性ストレス・老化による脳機能変容
の炎症性機序の解明 古屋敷　智之 薬理学分野 95,550,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

レポーターHBVを駆使したB型肝炎ウ
イルス増殖機構の解析と創薬ターゲッ
トの探索・同定に資する研究

勝二　郁夫 感染制御学分野 92,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

免疫細胞による精神病理の操作を目
指して 内匠　透 生理学分野 39,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

自殺ポリジェニックリスクスコアを用い
た精神疾患患者の自殺リスク予測に
関する研究開発

菱本　明豊 精神医学分野 7,644,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

師匠の背中を見て育つをデジタル化
する研究開発 鎮西　清行

国際がん医療・研究推
進学分野

6,044,896
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

神経―腸管軸を介した不動化性筋量
減少メカニズムの解析 小川　渉

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

109,200,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

色素性乾皮症(XP) 治療薬の有効性
評価のバイオマーカーの探索 錦織　千佳子 皮膚科学分野 19,435,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

糸球体障害に伴う慢性腎臓病に対す
る新規治療薬の開発 野津　寛大 小児科学分野 26,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

小児ネフローゼ症候群における抗ネ
フリン抗体研究 堀之内　智子 小児科 12,999,998

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

小児ステロイド感受性ネフローゼ症候
群早期再発例の長期寛解導入を目指
したリツキシマブ療法開発研究

野津　寛大 小児科学分野 85,774,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

可及的摘出されたIDH変異型星細胞
腫に対する標準治療を確立する研究 村垣　善浩

未来医工学研究開発セ
ンター/大学院医学研究
科医療創成工学専攻

18,747,300
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

B細胞クローン動態に着目した間質性
膀胱炎(ハンナ型)の治療標的探索 堀江　真史 分子病理学分野 4,891,393

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

B型肝炎ウイルス持続感染実験モデ
ルを用いた病態解明及び新しい治療
法の開発に資する研究

勝二　郁夫 感染制御学分野 1,950,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

子宮頸がん診断における画像強調併
用拡大軟性内視鏡の実装化を目指し
た研究

寺井　義人 産科婦人科 650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

説明できるAIの基盤技術開発／モ
ジュール型モデルによる深層学習の
ホワイトボックス化

村上　卓道 放射線診断学分野 2,551,000
国立研究開発法人
新エネルギー・産業
技術総合開発機構
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未診断疾患イニシアチブ（Initiative on
Rare and Undiagnosed
Diseases(IRUD)）: 希少・未診断疾患
に対する診断プログラム基盤の
開発と患者還元を推進する研究

野津　寛大 小児科学分野 5,200,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

２型糖尿病の発症予防を目指すヘル
スケアサービスの適正評価確立のた
めの研究

小川　渉
糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

母子感染のリスク評価と先天性感染の
新たな診断・予防法の開発研究 山田　秀人 産科婦人科学分野 1,300,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

薬剤性パーキンソニズムのファーマコ
ゲノミクスに関する医療実装開発 大塚　郁夫 精神医学分野 5,200,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

患者レジストリJapan PH Registryを利
活用した肺動脈性肺高血圧症に対す
る抗IL-6受容体抗体適応拡大のため
の医師主導治験

谷口　悠 循環器内科 650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

難病のゲノム医療実現に向けた全ゲノ
ム解析の実施基盤の構築と実践 野津　寛大 小児科学分野 6,500,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

脈管異常の皮膚病変に対するシロリ
ムスゲルの多施設共同、プラセボ対
照、二重盲検、無作為化、並行群間
比較試験

久保　亮治 皮膚科学分野 5,200,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

局所進行胃癌に対する術前化学療法
の有効性を検証する臨床第III相試験 掛地　吉弘 食道胃腸外科学分野 260,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

可及的摘出術が行われた初発膠芽腫
に対するカルムスチン脳内留置用剤
を用いた標準治療確立に関する研究

村垣　善浩
未来医工学研究開発セ
ンター/大学院医学研究
科医療創成工学専攻

130,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

先天性および若年発症の視覚聴覚二
重障害の難病に対する診療エビデン
スの創出

上原　奈津美 耳鼻咽喉・頭頸部外科 520,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

福山型先天性筋ジストロフィー患者に
おける内服ステロイド薬の第II相治験 粟野　宏之 小児科学分野 2,860,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

進行頭頸部がんに対する術後補助療
法の標準治療確立のための多施設共
同研究

清田　尚臣 腫瘍センター 325,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

心臓サルコイドーシス患者における診
療の実態調査、および治療不応例・
再発例に関する新規予測プログラム
の開発と前向きレジストリによる検証

平田　健一 循環器内科学分野 455,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

食道癌術後患者を対象とした外来が
んリハビリテーションプログラムの開発
に関する研究

後藤　裕信 食道胃腸外科 611,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

頭頸部癌化学放射線療法における予
防領域照射の線量低減に関するラン
ダム化比較試験に関する研究

清田　尚臣 腫瘍センター 1,040,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

循環器疾患におけるヘルスケアサー
ビスの有効性に関するエビデンスの整
理と指針作成

平田　健一 循環器内科学分野 650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

循環器疾患におけるシングルセルマ
ルチオミックス層別化の実現 平田　健一 循環器内科学分野 13,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構
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小児科学分野 390,000

日本学術
振興会

WT1遺伝子異常症に対する病態解明と新規
治療法の開発 長野　智那

小児科学分野 693,352
日本学術
振興会

HNF1Bの転写因子活性と臨床像の相関に
関する研究 石河　慎也 小児科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

X染色体連鎖型アルポート症候群女性患者
の重症化メカニズム解明に関する研究 山村　智彦

脂肪肝関連疾患にともなう動脈硬化
性心血管疾患の二次・三次予防に資
するヘルスケアサービスの指針策定
およびシステム開発に関する研究

田守　義和 健康創造推進学分野 1,040,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

ゲノム不安定性疾患群を中心とした超
希少難治性疾患の原因究明・病態理
解とマルチオミクス情報を活用した創
薬基盤の構築・運営

錦織　千佳子 皮膚科学分野 2,080,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

肺高血圧症患者レジストリとマルチオ
ミックスデータベースを活用した難病
デジタルツインモデルの構築

谷口　悠 循環器内科 1,300,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

造影病変全切除可能な初発膠芽腫
に対する標準的手術法確立に関する
研究

篠山　隆司 脳神経外科学分野 260,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

一側性聴覚障害の評価手法の標準
化と社会参加を促進する手法に関す
る研究開発

柿木 章伸
地域医療ネットワーク学
分野

650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

福山型筋ジストロフィーを代表とするリ
ビトールリン酸不全型筋ジストロフィー
に対する基質補充療法の開発

小林　千浩 分子脳科学分野 4,550,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

DCTの手法を活用した進行唾液腺癌
患者に対するフルキンチニブの医師
主導治験

清田　尚臣 腫瘍センター 2,340,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

福山型筋ジストロフィー及び類縁疾患
に対する低分子化合物Mn007を用い
た糖鎖増強療法の実用化にむけた研
究

青井　貴之 幹細胞医学分野 910,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

先天性サイトメガロウイルス感染児の
遅発性難聴を対象としたバルガンシク
ロビル塩酸塩ドライシロップの有効性
および安全性を評価する多施設共同
プラセボ対照ランダム化並行群間比
較試験（VGCV-3）

藤岡　一路 小児科学分野 650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

人工内耳装用における効果的な介入
法に関する研究開発 藤田　岳

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

455,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

発症後に治療した重症脊髄性筋萎縮
症乳児例に生じる早期発症脊柱側弯
症に対する姿勢管理を中心としたリハ
ビリテーション介入の予防効果につい
ての検討

坊　亮輔 小児科 130,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

分子オミックスデータの統合解析によ
る日本人の腎臓がん発症に関与する
環境因子の同定と早期診断・予防戦
略の開発

三宅　秀明 腎泌尿器科学分野 7,000,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

頭頸部傍神経節腫の臨床遺伝学的レ
ジストリ構築と至適治療開発 丹生　健一

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

650,000
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

小児および若年成人の造血器腫瘍に
対する同種造血細胞移植における移
植後シクロホスファミドを用いた移植片
対宿主病予防の確立に関する研究

早瀬　朋美 緩和支持治療科 129,998
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構
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補
血管内皮細胞障害を改善する新規機能分子
の取得 長坂　明臣 小児科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

小胞体トランスロコンを介した膜タンパク質形
成時のタンパク質の動態の解明 藤田　英伸 膜動態学分野 1,300,000

日本学術
振興会

シヌクレイノパチーにおける細胞外αシヌクレ
インによる新規病変伝播機構の解明 岡田　太郎

生化学・シグナル統合
学分野

1,430,000
日本学術
振興会

先駆的解析法に基づく先天性下垂体機能低
下症の病因解明と新規疾患概念の創出 坂東　弘教

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

4,030,000
日本学術
振興会

ヒトヘルペスウイルス6感染に必須なウイルス
リガンドの立体構造決定と機能解析 西村　光広 臨床ウイルス学分野 1,430,000

日本学術
振興会

血小板増加症を伴う子宮頸癌における
PDGFβの役割と新たな予後予測マーカー
の確立

村田　友香 産科婦人科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

生体に害の少ない口腔癌に有効な新規抗
癌剤候補分子の探索 村木　友美 口腔外科学分野 910,000

日本学術
振興会

悪性神経膠腫に対するPARGを標的とした新
規治療法の開発と効果予測因子の探索 長嶋　宏明 脳神経外科学分野 780,000

日本学術
振興会

先天性トキソプラズマ感染症におけるペア型
レセプターを介した免疫逃避機構の解明 内田　明子 産科婦人科学分野 130,000

日本学術
振興会

環境因子による細胞内シグナル増強と腫瘍
悪性化についての相関の解明 榊原　晶子 口腔外科学分野 650,000

日本学術
振興会

高空間・高時間分解能ダイナミックMRIによる
新しい膀胱癌深達度診断法の開発 上野　嘉子 放射線医学分野 650,000

日本学術
振興会

炭酸ガスを利用したロコモティブシンドローム
に対する新たな予防・治療法の開発 福井　友章 整形外科学分野 1,040,000

日本学術
振興会

プラスミドベクターを用いた抗菌ペプチドの
局所導入と創傷治療への応用 榊原　俊介 形成外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

細胞接着分子と膜受容体が制御するがん細
胞の増殖と停止、その再開のスイッチ機構 慶田城　迅 病態シグナル学部門 780,000

日本学術
振興会

脳波・炎症マーカー・脳血流の解析による
AESD発症早期の病態・発症トリガーの解明 永瀬　裕朗 小児科学分野 845,000

日本学術
振興会

薬理学分野 12,220,000
日本学術
振興会

クロススケール細胞内分子構造動態解析が
解明する細胞骨格ネットワーク構築とその破
綻

仁田　亮 生体構造解剖学分野 24,700,000
日本学術
振興会

心の健康を増進するレジリエンスの生物学的
基盤の解明 古屋敷　智之

癌抑制ドライバー経路の制御機構 鈴木　聡 分子細胞生物学分野 10,140,000
日本学術
振興会
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分岐鎖アミノ酸代謝に注目した糖尿病性心
筋症の病態解明と治療応用 田中　秀和 循環器内科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

心房細動と炎症の関連を解明するための心
房筋炎症免疫細胞の単一細胞遺伝子解析 福沢　公二 循環器内科学分野 650,000

日本学術
振興会

両心房の網羅的画像解析による心房細動基
質の未来予測 木内　邦彦 循環器内科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

デジタルヘルス技術を活用した新たな循環
器遠隔診療体制の構築 高見　充 循環器内科学分野 910,000

日本学術
振興会

簡便かつ革新的な表面修飾DDSを応用した
全がん対応の放射線増感ナノ粒子の開発 赤坂　浩亮 放射線腫瘍学分野 1,300,000

日本学術
振興会

大動脈解離の発生と進展に好中球が与える
影響の検討 井上　大志 心臓血管外科学分野 520,000

日本学術
振興会

放射線診断学の画像とレポートを用いた深
層学習の応用 西尾　瑞穂 放射線医学分野 520,000

日本学術
振興会

深部臓器発生の悪性腫瘍に対する新規放
射線増感療法としての飽和炭酸水動注療法
の開発

元津　倫幸 放射線医学分野 1,170,000
日本学術
振興会

過敏性腸症候群の腸管透過性の亢進を制
御する腸内細菌および宿主の病態解析 井上　潤 消化器内科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

人工知能を用いた膵癌CT自動診断システム
開発とスクリーニング・早期診断への応用 祖父江　慶太郎 放射線医学分野 1,560,000

日本学術
振興会

前肢に存在する「神経様細胞」の異常産生
と、神経芽腫発症の共通分子基盤を探る 伊藤　圭祐 神経分化・再生分野 1,300,000

日本学術
振興会

機能性MDSCを標的とした新しいがん免疫療
法の開発 船越　洋平 腫瘍・血液内科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

がん微小環境における細胞間シグナルによ
る腫瘍免疫制御 村田　陽二

生化学・シグナル統合
学分野

1,170,000
日本学術
振興会

癌細胞と間質細胞との直接接触による細胞
間相互作用を介した食道癌の進展機構の解
析

狛　雄一朗 分子病理学分野 1,170,000
日本学術
振興会

クライオ電子顕微鏡解析による転写メディ
エーター複合体の転写制御機構の解明 今崎　剛 生体構造解剖学分野 1,430,000

日本学術
振興会

慢性ストレスによる行動変容の多様性を生み
出す神経回路メカニズムの解明 篠原　亮太 薬理学分野 1,300,000

日本学術
振興会

血管内皮細胞障害を改善する新規機能分子
の取得 長坂　明臣 小児科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

周産期母児における抗精神病薬治療の適正
化のためのファーマコメトリクス 矢野　育子 薬剤部 1,300,000

日本学術
振興会
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人工知能技術による野球肘検診支援システ
ムの確立 乾　淳幸 リハビリテーション部 520,000

日本学術
振興会

頭蓋底外科手術に適した手術機器開発と手
術機器統合運用による手術成績改善と人材
教育

魚住　洋一 脳神経外科学分野 780,000
日本学術
振興会

マクロファージ機能を標的とした髄芽腫の新
規治療法の開発 西原　賢在 脳神経外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

脳動脈瘤壁に新規発見したミオグロビンの壁
肥厚・菲薄に関わる分子生物学的役割の解
明

木村　英仁 脳神経外科学分野 260,000
日本学術
振興会

カルベノキソロンの作用を通して行う脳虚血
の包括的メカニズムの解明と治療法の探究 甲田　将章 脳神経外科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

長時間脳波データ解析とプロテオミクスによ
る包括的な急性脳症の病態解明 西山　将広 小児科学分野 1,040,000

日本学術
振興会

JAK-STAT3経路に注目した熱傷誘発性骨
格筋萎縮の新規治療戦略 大野　雄康 災害・救急医学分野 1,300,000

日本学術
振興会

糖尿病モデルマウスにおける術後認知機能
障害への脳内モノアミンの関与 小幡　典彦 麻酔科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

遷延性術後痛におけるマクロファージのβ2
アドレナリンシグナルと動態変化 坪井　ちづ 麻酔科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

ヒト大動脈解離におけるシングルセルRNA
シークエンスによる成因解析 岡田　健次 心臓血管外科学分野 650,000

日本学術
振興会

生体イメージング法による全身麻酔薬の作用
メカニズム解明 岡田　卓也 麻酔科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

糖質コルチコイドによるRNAメチル化を介した
T細胞制御の解明 福岡　秀規

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,300,000
日本学術
振興会

褐色脂肪細胞における多房性脂肪滴形態が
エネルギー代謝に与える影響の解明 田守　義和

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,300,000
日本学術
振興会

TFL によるCART細胞療法の効果増強に関
する研究 皆川　健太郎

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,040,000
日本学術
振興会

膵β細胞量調節における糖尿病感受性遺
伝子GCN2と胎生期栄養環境の相互作用の
解明

神野　歩
糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

520,000
日本学術
振興会

小児嚢胞性腎疾患のゲノム診療基盤の構築
と特異的治療法の開発 森貞　直哉 小児科学分野 1,040,000

日本学術
振興会

AstragulusとSGLT2阻害薬併用による慢性腎
臓腎臓病治療法の開発 西　愼一 腎臓・免疫内科学分野 910,000

日本学術
振興会
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潰瘍性大腸炎の新規自己抗体による病態解
明 桑田　威 消化器内科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

レジスタントスターチによるDysbiosis改善が
肝不全の易感染状態に与える影響 安冨　栄一郎 消化器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

局所効果が全身へ波及する無機ナノ粒子併
用免疫放射線治療戦略 窪田　光 放射線腫瘍学分野 1,300,000

日本学術
振興会

小児摂食障害における脳波周波数解析に着
目した認知機能予後予測と包括的病態解明 冨岡　和美 小児科学分野 520,000

日本学術
振興会

アデノシン2a受容体を標的とした新規直腸癌
術前治療法の開発 澤田　隆一郎 食道胃腸外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

神経細胞とグリア細胞からなる微小環境の再
現によるADHDの病態解明 江口　典臣 生理学分野 1,040,000

日本学術
振興会

C型肝炎ウイルスが関与する新規分解機構
の解明 松井　千絵子 感染制御学分野 1,430,000

日本学術
振興会

Dormant cellを用いたEwing肉腫新規治療の
開発 竹森　俊幸 整形外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

サルコペニアの骨格筋に対する経皮的炭酸
ガス投与法の効果について 原　仁美 リハビリテーション部 780,000

日本学術
振興会

small RNAを標的とした緑膿菌薬剤耐性機序
の解明とその検査・制御方法の開発 大沼　健一郎

医療技術部臨床検査部
門

1,170,000
日本学術
振興会

マクロファージ-線維芽細胞の協調作用に着
目した口腔癌の新規予防・診断標的の探索 重岡　学 分子病理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

地域基盤型医学教育の中期的効果に及ぼ
すプログラムの検討 見坂　恒明 地域医療支援学部門 1,040,000

日本学術
振興会

脈絡膜炎症と免疫におけるYAP/TAZの役割
の解明 松宮　亘 眼科学分野 910,000

日本学術
振興会

ミトコンドリアの正常化と癌関連線維芽細胞
の再教育を目指した新規口腔癌治療法の開
発

長谷川　巧実 口腔外科学分野 650,000
日本学術
振興会

脂質メディエーターに着目した好酸球中耳
炎の感音難聴メカニズム解明と治療法探索 藤田　岳

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

910,000
日本学術
振興会

内耳障害に対するステロイド治療のエビデン
ス構築のための研究 柿木　章伸

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

1,690,000
日本学術
振興会

自家組織を犠牲にしない新規骨再生療法の
開発 新倉　隆宏 整形外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会
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レジリエンスの臨界期を担う神経・炎症・血管
相互作用の解明 古屋敷　智之 薬理学分野 6,110,000

日本学術
振興会

ホログラフィック顕微鏡による脳の揺らぎ操作 中井　信裕 生理学分野 4,550,000
日本学術
振興会

後シナプスタンパク質の発達依存的かつ網
羅的データによる臨界期の理解 内匠　透 生理学分野 6,110,000

日本学術
振興会

消化管グルコース排泄の生理・病理的意義
に関する包括的解析 小川　渉

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

8,450,000
日本学術
振興会

マウスピースが不随意運動を改善する脳内メ
カニズムの探索 橘　吉寿 生理学分野 1,950,000

日本学術
振興会

多施設共同ランダム化臨床試験における治
療効果の施設間差評価手法の開発 今井　匠 臨床研究推進センター 520,000

日本学術
振興会

ディープラーニングによるMRIの3次元情報を
用いた前立腺がん再発リスク分析 神保　岳大 腎泌尿器科学分野 260,000

日本学術
振興会

神経周膜のバリア機能修復は口腔外科術後
神経合併症や神経障害性疼痛の治療に有
効か？

松村　恵実 口腔外科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

ナノ粒子による血管新生の調整は癌免疫療
法を賦活化するか？ 寺岡　駿 口腔外科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

癒着胎盤の発生に関わるmiRNAの同定およ
び癒着胎盤分娩前評価法の確立 今福　仁美 産科婦人科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

ミトコンドリア病モデル内耳細胞を用いたミト
コンドリア難聴の病態解明 上原　奈津美

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

1,560,000
日本学術
振興会

メカノレセプターTRPV4による椎間板変性に
対する治療アプローチ 武岡　由樹 整形外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

治療耐性を獲得した泌尿器癌に対するイミプ
ラミンブルーを用いた制癌作用の検討 梁　英敏 腎泌尿器科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

茶カテキンコーティング金ナノ粒子を用いた
新規放射線治療増感剤の開発 馬場　基 乳腺内分泌外科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

ロボット支援Kinematic alignment TKAの生体
力学的検討 中野　直樹 リハビリテーション部 1,300,000

日本学術
振興会

混合型小細胞癌の発生機序解明と治療方
針の再考 神保　直江 病理診断学分野 910,000

日本学術
振興会

内因性光線過敏症における病態解明 織田　好子 皮膚科学分野 1,040,000
日本学術
振興会



14 / 74 ページ

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計　17件

補

委

成人先天性心疾患特有の右室心筋障害の
進展に関わる分子の同定および新規治療法
の探索

福田　旭伸 循環器内科学分野 1,430,000
日本学術
振興会

プロスタグランジン合成酵素に着目したク
ローン病の新規治療法の開発 大井　充 消化器内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

新たなHDL機能指標による高HDLコレステ
ロール血症におけるリスク評価法の構築 杜　隆嗣 循環器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

ヒト尿中落下細胞及び新生仔マウス腎を用い
た新生児偽性低アルドステロン症の病態解
明

藤岡　一路 小児科学分野 1,950,000
日本学術
振興会

OCRL異常の病態解明とLowe症候群に対す
る酵素補充療法の開発 榊原　菜々 小児科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

肝細胞癌に対する免疫療法の治療効果を予
測する非侵襲的バイオマーカー開発 村上　卓道 放射線医学分野 1,560,000

日本学術
振興会

RNA解析を用いた小児腎疾患と感染症の関
連解明研究 堀之内　智子 小児科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

放射線応答エクソソームによる直腸癌Total
neoadjuvant therapy（TNT）の治療効果予測 佐々木　理栄 放射線腫瘍学分野 1,560,000

日本学術
振興会

ドライバー遺伝子に基づくTACE治療反応性
の血清バイオマーカーの開発 上嶋　英介 放射線医学分野 1,560,000

日本学術
振興会

YAP転写複合体制御機構の解明とその応用 大谷　淳二 分子細胞生物学分野 1,430,000
日本学術
振興会

難治性局所進行乳がんに対する金属ナノ粒
子併用・超高線量率放射線治療法の開発 椋本　成俊 放射線腫瘍学分野 1,560,000

日本学術
振興会

がん早期治療の創出に向けたプロテインキ
ナーゼCによる新たながん化メカニズムの解
明

梶本　武利
生化学・シグナル統合
学分野

1,430,000
日本学術
振興会

自閉症中間表現型としての樹状突起スパイ
ン動態の解析 玉田　紘太 生理学分野 1,690,000

日本学術
振興会

パーキンソン病発症に係るユビキチンリガー
ゼ関連分子を制御するmiRNAの治療応用 大村　友博 薬剤部 1,430,000

日本学術
振興会

ミクログリアの性質変化に着目したストレスに
よる神経回路異常の解明 谷口　将之 薬理学分野 2,860,000

日本学術
振興会

居住地域の社会環境要因に基づいた乳幼
児～青年期の死因別死亡率格差のメカニズ
ム解明

片岡　葵 分子疫学分野 1,170,000
日本学術
振興会

社会ストレスによる脳代謝リモデリングの実態
と機序、意義の解明 永井　裕崇 薬理学分野 1,690,000

日本学術
振興会
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安静時functional MRIを用いた意識の可視
化 岡田　雅子 麻酔科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

副作用のない麻酔薬の開発を目的としたア
セチルコリン受容体の分子構造解析 田口　真也 麻酔科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

腹部大動脈瘤の炎症細胞から見る成因解析
と新たな治療ターゲットの模索 山中　勝弘 心臓血管外科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

阪神地域の胸水貯留患者への胸水細胞診
を用いた早期中皮腫の同定に関する研究 河原　邦光 地域連携病理学分野 780,000

日本学術
振興会

大腸癌肝転移巣制御に対する新規個別化
免疫療法の確立 裏川　直樹 食道胃腸外科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

MDSC・腫瘍PDL1/CD47を標的としたNK細
胞再活性化による大腸癌遠隔転移制御戦略
の開発

長谷川　寛 食道胃腸外科学分野 1,430,000
日本学術
振興会

ビデオスペクトルカメラを用いた新規肝胆膵
外科手術ナビゲーションシステムの研究開発 浦出　剛史 肝胆膵外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

術前化学放射線療法後直腸癌の空間的解
析による治療効果予測因子の探索 山下　公大 食道胃腸外科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

MOB1によるHippo経路非依存的な脂肪分解
制御機構の解明 西尾　美希 分子細胞生物学分野 1,430,000

日本学術
振興会

新規血管新生促進剤を応用した「バイオ人
工膵島」移植の確立 浅利　貞毅 肝胆膵外科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

消化管における逆行性グルコース輸送機構
の分子機構および生理的意義の解明 菅原　健二

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,560,000
日本学術
振興会

マルチオミクス解析を用いた副腎不全の病
態解明と新規バイオマーカーの同定 山本　雅昭

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,430,000
日本学術
振興会

エピゲノムによる細胞老化制御から読み解く
メラノサイトの恒常性破綻と発がん機構 藤原　進 皮膚科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

糖尿病状態の膵β細胞における膵腺房細胞
への脱分化発症機序の解明

木村　真希（小柳
真希）

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,430,000
日本学術
振興会

アナモレリンによる免疫チェックポイント阻害
剤の抗腫瘍効果増強とその作用機序の解明 立原　素子 呼吸器内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

遺伝性腎疾患におけるスプライシング異常の
影響の全容解明および治療法の開発 野津　寛大 小児科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

オキソ脂肪酸がつなぐ「脳・こころ」ストレスと
動脈硬化疾患 篠原　正和 分子疫学分野 1,300,000

日本学術
振興会
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虚血性心疾患法医剖検例におけるシングル
セルRNAシークエンス解析 近藤　武史 法医学分野 1,690,000

日本学術
振興会

リンパ浮腫患者の複合的治療へのアドヒアラ
ンス促進Web版行動変容プログラムの開発 井上　順一朗 リハビリテーション部 1,040,000

日本学術
振興会

好中球に着眼したシェーグレン症候群の新
規病理分類提案と治療薬探索 後藤　育子 口腔外科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

顎骨壊死に対する腐骨分離促進療法の探
索 明石　昌也 口腔外科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

動静脈奇形の悪化に機械刺激は関与するの
か 野村　正 形成外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

遊離分割リンパ節移植術の開発 上田　美怜 形成外科学分野 650,000
日本学術
振興会

唾液腺癌における免疫微小環境の特徴と免
疫関連バイオマーカーの探索 清田　尚臣 腫瘍センター 1,430,000

日本学術
振興会

pachychoroid疾患の病態解明 三木　明子 眼科学分野 1,690,000
日本学術
振興会

独自に見出した新規因子が関わる母児間鉄
代謝制御機構の解明 森岡　裕香 附属動物実験施設 1,560,000

日本学術
振興会

ネオ・セルフ抗体による不妊症、子宮内膜症
の病態解明と治療法の確立 山田　秀人 産科婦人科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

アディポネクチンによる椎間板変性・炎症に
対する治療法の開発 張　鍾穎 整形外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

腎癌WT1経口ワクチンによる免疫チェックポ
イント阻害薬の制癌性増強作用の解明 植木　秀登 腎泌尿器科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

PICSにおける好中球の筋肉内浸潤の病態解
明と好中球遊走制御による新たな治療法の
確立

小谷　穣治 災害・救急医学分野 1,690,000
日本学術
振興会

低酸素環境下にあるグリオーマ細胞の膜脂
質代謝リモデリングと分子機構の解析 田中　一寛 脳神経外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

生体イメージングを用いた術後認知機能障
害の機序解明 杉野　太亮 麻酔科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

周術期せん妄と神経保護作用を持つプロス
タグランジンD2との関連性に迫る 白川　尚隆 麻酔科学分野 130,000

日本学術
振興会

進行がん患者の生存期間予測尺度の特定
状況における診断精度の検証 赤谷　麻美 緩和支持治療科 2,210,000

日本学術
振興会
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光干渉断層法とシングルセル解析を用いた
下肢閉塞性動脈疾患の病因解明と予防法の
開発

鳥羽　敬義 循環器内科学分野 2,340,000
日本学術
振興会

家族内発症に着眼したアカラシアの遺伝子
異常の探索および病態解明 阪口　博哉 消化器内科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

野生型トランスサイレチン型心アミロイドーシ
スの簡易診断法の確立 長尾　学 循環器内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

筋板形成機構の破綻に着目した胃癌浸潤過
程の全容解明 上原　慶一郎 病理診断学分野 2,080,000

日本学術
振興会

RNA網羅的解析に基づいた食道癌に対する
内視鏡治療後狭窄の病態解明 吉崎　哲也 消化器内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

高リスク神経芽腫患者における末梢血微小
残存病変の動態と臨床的意義の解明 二野　菜々子 小児科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

独自の検体採取法による食道アカラシアの
筋間神経叢の組織・遺伝子解析による病態
解明

阿部　洋文 消化器内科学分野 1,430,000
日本学術
振興会

高感度PIVKA-Ⅱ測定による新生児ビタミン
K欠乏症診断法の確立と危険因子の同定 芦名　満理子 小児科学分野 910,000

日本学術
振興会

ジストロフィンDp71欠失がミトコンドリア機能
に与える病態の解明 坊　亮輔 小児科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

パンデミック下での前立腺癌の放射線治療
休止に直面した際の克服手段に関する提案 川口　弘毅 放射線腫瘍学分野 1,690,000

日本学術
振興会

貪食制御分子であるSIRPαを標的とした難
治性神経芽腫の新規治療開発 田村　彰広 小児科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

多発性硬化症患者の予後予測因子となる共
抑制性分子の同定 古東　秀介 脳神経内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

免疫性神経疾患における病態保護的B細胞
誘導療法の開発 赤谷　律 脳神経内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

悪性リンパ腫の中枢神経再発リスク遺伝子同
定のための研究 北尾　章人 腫瘍・血液内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

自閉症における感覚モダリティの皮質機能
ネットワーク解析 中井　信裕 生理学分野 2,340,000

日本学術
振興会

小児痙性麻痺の内転筋痙縮に対する拡散
型圧力波治療とボツリヌス毒素治療の併用
効果

酒井　良忠
リハビリテーション機能
回復学分野

260,000
日本学術
振興会

リアルワールドデータを用いたポリファーマ
シー動向の時系列解析と地域是正モデル構
築

木村　丈司 薬剤部 520,000
日本学術
振興会
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炎症とマイクロRNAのクロストークから導く熱
性けいれん重積の病態解明 徳元　翔一 小児科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

脳梗塞の回収血栓を利用した病型同定バイ
オマーカーの探索 今堀　太一郎 脳神経外科学分野 3,770,000

日本学術
振興会

術後維持輸液管理の選択が術後血管内皮
機能とせん妄に及ぼす影響 古島　夏奈 麻酔科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

持続脳波による急性脳症のNCSの病態と神
経傷害機構の解明 山口　宏 小児科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

心臓大血管手術患者における溶血による血
管内皮障害への影響とその予防に関する検
討

法華　真衣 麻酔科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

ARDS患者のセボフルランでの鎮静による予
後改善効果の検討と免疫学的機序の解明 西村　太一 麻酔科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

涙液を用いた胃癌術後再発例の早期検出
法の開発 原田　仁 食道胃腸外科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

骨髄由来抑制性細胞に着目した胃癌腹膜
播種の病態解明と治療抵抗性の克服 後藤　裕信 食道胃腸外科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

大腸癌腫瘍関連B細胞由来抗体を用いたキ
メラ抗原受容体T細胞の作成 高井　亮 食道胃腸外科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

人工知能イメージサイトメトリーを用いた食道
癌の腫瘍免疫微小環境の解析 清水　将来 食道胃腸外科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

下垂体神経内分泌腫瘍に対するソマトスタチ
ン抵抗性機序の解明 志智　大城

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,820,000
日本学術
振興会

早産児腹膜炎マウスモデルにおける腹腔マ
クロファージの機能病態解析 宮内　玄徳 小児外科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

Neddylation制御は関節リウマチおよびリウマ
チ肺の新規治療ターゲットとなりうるか 千藤　荘 膠原病リウマチ内科 1,690,000

日本学術
振興会

脂肪組織におけるLTA4Hのインスリン感受
性制御機構の解明 細川　友誠

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

2,470,000
日本学術
振興会

老化長期造血幹細胞解析で顕在化した造血
不全細胞の発生メカニズムの解明 西　克幸 小児科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

腸内細菌と腸内細菌由来脂肪酸の網羅的
解析による関節リウマチの治療標的の探索 山田　啓貴 膠原病リウマチ内科 1,690,000

日本学術
振興会

アトピー性皮膚炎における好塩基球の機能
解明のための研究 今村　真也 皮膚科学分野 780,000

日本学術
振興会
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造血器悪性腫瘍におけるアミノアシルtRNA
合成酵素の生物学的意義の解明 倉田　啓史 腫瘍・血液内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

ウサギ大腿骨寛骨臼インピンジメントモデル
を用いた変形性股関節症のメカニズム解明 亀長　智幸 整形外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

慢性ストレスによる自然免疫記憶を介した骨
髄-脳連関メカニズムの解明 山口　勇太 薬理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

大脳皮質マクロイメージング法を用いたうつ
病の病態と治療機構に関する検討 新谷　勇介 生理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

大腿骨頭壊死症に対するADSC及びSVFの
局所投与と血管内投与の治療効果の比較検
討

壺坂　正徳 整形外科学分野 1,430,000
日本学術
振興会

ゲノム編集を標的とした革新的抗ウイルス・抗
ガン戦略の構築 有井　潤 臨床ウイルス学分野 3,250,000

日本学術
振興会

応力発光による骨折癒合過程のモニタリング 隈部　洋平 整形外科学分野 1,300,000
日本学術
振興会

ロイシンセンシングによる腫瘍発生機序の解
明と予防法の開発 星　奈美子 消化器内科学分野 2,860,000

日本学術
振興会

胃癌パイスループットCAR-T細胞作製プラッ
トフォーム構築 掛地　吉弘 食道胃腸外科学分野 3,120,000

日本学術
振興会

大規模医用画像データセットを用いた多タス
ク対応画像-自然言語対応モデルの開発 松尾　秀俊 放射線医学分野 1,690,000

日本学術
振興会

色素性乾皮症患者の紫外線発癌予防を目
的とした日用品の遮光評価基準確立と有用
性検証

山野　希 皮膚科学分野 1,300,000
日本学術
振興会

下肢原発性悪性骨軟部腫瘍における術後
患肢機能の前向き調査と標準評価の開発 牧浦　大祐

医療技術部リハビリ・歯
科部門

130,000
日本学術
振興会

高脂肪食による脂肪性肝疾患や消化器癌に
おける腸管上皮LAT1の意義についての検
討

吉田　竜太郎 消化器内科学分野 1,040,000
日本学術
振興会

エネルギー供給能に着目した口腔粘膜創傷
治癒機構の解明 伊賀　利香 口腔外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

寝たきりに伴う起立耐性低下を予防する次世
代リハビリテーション機器の開発 平林　卓己 医療技術部 1,300,000

日本学術
振興会

骨転移患者の就労阻害因子の同定と至適支
援方法の確立 澤田　良子 整形外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

筋線維芽細胞のアポトーシス誘導による放射
線性顎骨壊死の新規治療法の探索 齊藤　泉 口腔外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会
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動脈硬化性疾患シングルセルアトラスの作成
とゲノム統合解析による発症メカニズム解明 平田　健一 循環器内科学分野 4,550,000

日本学術
振興会

B細胞を軸とした免疫チェックポイント阻害の
有害事象の包括的機序解明と効果の推定 南　博信 腫瘍・血液内科学分野 4,680,000

日本学術
振興会

免疫性神経疾患の神経変性過程を再現する
脳内炎症環境モデルの構築 千原　典夫 脳神経内科学分野 4,550,000

日本学術
振興会

スモールデータ型AIによる創傷診断システム
の開発 寺師　浩人 形成外科学分野 3,510,000

日本学術
振興会

Mo-99/Tc-99m国産化を実現するメソポーラ
スアルミナ吸着材の開発 福光　延吉 放射線腫瘍学分野 4,550,000

日本学術
振興会

大腸癌に対する腫瘍免疫活性を増強するエ
ピジェネティクス標的薬の探索と作用機構解
明

青井　貴之 幹細胞医学分野 4,160,000
日本学術
振興会

免疫チェックポイント阻害剤と遺伝子治療の
併用による頭頸部癌に対する治療法の開発 丹生　健一

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

4,160,000
日本学術
振興会

吸収性スペーサーを用いた体内空間可変・
定位放射線治療の実用化研究 佐々木　良平 放射線腫瘍学分野 5,460,000

日本学術
振興会

自己抗原の同定に基づいた消化器系難病
の病態解明と新しい診療体系の確立 児玉　裕三 消化器内科学分野 5,070,000

日本学術
振興会

細胞の極性を担う非中心体性微小管ネット
ワーク形成機構 仁田　亮 生体構造解剖学分野 5,590,000

日本学術
振興会

福山型筋ジストロフィーおよび類縁疾患の病
態解析と治療法・薬効評価法の開発 小林　千浩 分子脳科学分野 4,680,000

日本学術
振興会

肥満を伴う大腸癌宿主内CD4+T 細胞低下
の病態解明と治療法の開発 常城　宇生 食道胃腸外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

シュワン性神経幹細胞の生理と病態解明 榎本　秀樹 神経分化・再生分野 5,980,000
日本学術
振興会

膵癌の予後改善を目指したTLS誘導機構の
解明 田中　雄志 消化器内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

圧センシングが骨格筋のリモデリングおよび
全身の代謝に及ぼす影響の解析 倉本　尚樹

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,430,000
日本学術
振興会

Rif-Wnt5a-Ror1シグナルによる血管擬態形
成メカニズムの解明 内藤　元彦 細胞生理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

終末期患者のQOL向上を目指した呼吸困難
治療アルゴリズム作成に関する研究 山口　崇 緩和支持治療科 2,990,000

日本学術
振興会
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病理組織学的空間解析を用いた食道癌個
別化治療体系の開発 掛地　吉弘 食道胃腸外科学分野 7,540,000

日本学術
振興会

カチオン化ゼラチンナノ粒子を用いた椎間板
変性遺伝子治療法の開発 由留部　崇 整形外科学分野 3,380,000

日本学術
振興会

若者を自殺に追い込む生物学的異常と可逆
性：エピゲノム・シングルセルダイナミクス 菱本　明豊 精神医学分野 6,370,000

日本学術
振興会

腹部大動脈瘤への新たな免疫治療開発 江本　拓央 循環器内科学分野 10,790,000
日本学術
振興会

ウイルス感染を司るシャペロン糖タンパク質
の機能解析から紐解く受容体認識機構 森　康子 臨床ウイルス学分野 6,240,000

日本学術
振興会

不随意運動発現に関わる神経ネットワークの
同定とその制御による新規治療法開発 橘　吉寿 生理学分野 8,320,000

日本学術
振興会

ヒト細胞競合モザイク疾患の疾患概念確立と
病態解明 久保　亮治 皮膚科学分野 5,720,000

日本学術
振興会

脳実習に有用な白質解剖標本の作成とデジ
タル教育コンテンツ開発 薛　富義 生体構造解剖学分野 430,000

日本学術
振興会

マウスメタバース社会空間における当事者化
の脳・行動解析 中井　信裕 生理学分野 3,900,000

日本学術
振興会

自閉症における社会性回路遷移機構の解明 内匠　透 生理学分野 4,680,000
日本学術
振興会

ヒト化モデルによる自閉症の病態理解 内匠　透 生理学分野 8,190,000
日本学術
振興会

腸管グルコース排泄の分子メカニズムとその
生理的意義の解析 小川　渉

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

17,420,000
日本学術
振興会

社会性神経回路と自閉スペクトラム症におけ
るその障害 内匠　透 生理学分野 6,240,000

日本学術
振興会

自然免疫制御によるがん細胞の生存・維持と
排除の分子機構解明 的崎　尚

生体シグナル制御学部
門

20,410,000
日本学術
振興会

汗孔角化症の病態解明を通じた細胞競合／
クローン拡大機構の理解と新規治療法開発 久保　亮治 皮膚科学分野 5,850,000

日本学術
振興会

ヒトiPS細胞由来Leydig細胞の移植法の確立
と非臨床POCの取得 藤澤　正人 腎泌尿器科学分野 5,850,000

日本学術
振興会

リツキシマブによる小児ネフローゼ症候群の
長期寛解誘導メカニズムの解明 飯島　一誠 小児科学分野 6,370,000

日本学術
振興会
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自殺者GWASを用いた自殺のリスク遺伝子・
体細胞モザイク異常の解明 大塚　郁夫 精神医学分野 1,560,000

日本学術
振興会

Wnt5a/Ror2-p62シグナルによるアストロサイ
トの新規神経保護機構の解明 遠藤　光晴 細胞生理学分野 1,690,000

日本学術
振興会

統合失調症の老化促進のエピジェネティクス
的病態機序の解明 岡崎　賢志 精神医学分野 1,950,000

日本学術
振興会

ヒト内在性レトロウイルス様配列由来Gag類似
タンパク質の大腸がんにおける機能解析 青井　三千代 幹細胞医学分野 1,820,000

日本学術
振興会

大腸癌の病理画像解析システムの開発と空
間統計学的バイオマーカー検索 長坂　暢 食道胃腸外科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

血液循環がん細胞の臨床病理学的及び物
理学的解析 藤倉　航平 病理診断学分野 1,820,000

日本学術
振興会

細胞間シグナルCD47-SIRPα系の阻害を利
用した新たながん治療法開発の基礎研究 小谷　武徳

生化学・シグナル統合
学分野

2,210,000
日本学術
振興会

自閉症における翻訳プロセスのフェーズ別リ
スク因子解析 野村　淳 生理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

膜型分子CD47によるマクロファージの細胞
貪食制御機構とその分子機序の解明 高井　智子

生化学・シグナル統合
学分野

1,950,000
日本学術
振興会

下腹部臓器の発達に伴い生後派生する
ニューロンの起源と役割 上坂　敏弘 神経分化・再生分野 1,820,000

日本学術
振興会

膵癌における間質繊維化機序の解明と薬物
療法の効果予測への応用 飛松　和俊 消化器内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

分単位の迅速な小胞体リモデリングの分子
基盤と生理的意義の解明 山本　泰憲 膜動態学分野 1,430,000

日本学術
振興会

消化管のループ形成機構 本多　久夫 細胞生理学分野 1,170,000
日本学術
振興会

iPS 細胞由来の膵島と血管新生誘導ゲルを
組み合わせた血管形成機構の構築 大谷　亨 体内医療機器学分野 7,800,000

日本学術
振興会

頭部外傷治療のエビデンス創出に資する転
帰予測駆動型の新しい患者層別化手法の
確立

松尾　和哉 脳神経外科学分野 10,530,000
日本学術
振興会

乳酸シャトル・情報伝達障害としての緑内障
性視神経症の病態論の提唱と治療法の探索 中村　誠 眼科学分野 7,930,000

日本学術
振興会

乳癌の早期診断のための涙液バイオマー
カーの探索 犬伏　祥子 乳腺内分泌外科学分野 12,870,000

日本学術
振興会
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腫瘍随伴自己免疫性下垂体疾患の病態解
明と創薬シーズの創出 井口　元三

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,560,000
日本学術
振興会

膵島の可塑性におけるセロトニンの機能解
析 淺原　俊一郎

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,950,000
日本学術
振興会

BCRレパトア解析を用いた造血幹移植後免
疫再構築の解明 薬師神　公和 腫瘍・血液内科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

iPS細胞技術を利用した関節リウマチの自己
反応性T細胞の探索 三枝　淳 膠原病リウマチ内科 1,820,000

日本学術
振興会

多発血管腫に着目した皮膚血管内皮「セカ
ンドヒット病」の探索と新規原因遺伝子の同
定

小野　竜輔 皮膚科学分野 1,300,000
日本学術
振興会

クロマチン動態が担う細胞のストレス応答に
伴う分化運命決定の分子機構 仁田　英里子 生体構造解剖学分野 1,820,000

日本学術
振興会

上皮前駆細胞の分化シグナルを対象とした
喘息の分子標的治療薬の開発 永野　達也 呼吸器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

一次繊毛のエピゲノム制御に着目した悪性
黒色腫のBRAF阻害剤耐性獲得機序の解明 福本　毅 皮膚科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

de novo 脂肪酸合成経路に着目した心臓線
維化の分子機序解明と治療法の確立 小林　成美 循環器内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

老化細胞を標的とする新規間質性肺炎治療
薬の開発 小林　和幸 呼吸器内科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

原発性硬化性胆管炎肝移植後再発と抗イン
テグリンαVβ6自己抗体の関連の解明 上田　佳秀 消化器内科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

シングルセル解析による心房細動の炎症病
態の解明と新規疾患予防法の開発 今村　公威 循環器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

腫瘍を可視化する金属ナノ粒子を用いたセ
ラノスティクス放射線治療法の開発 中山　雅央 放射線腫瘍学分野 910,000

日本学術
振興会

早期膵癌オルガノイドを用いた膵癌早期発
見のための診断バイオマーカーの同定 増田　充弘 消化器内科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

PET/MRI一体型装置における新規減弱補正
法の開発 野上　宗伸 放射線医学分野 1,560,000

日本学術
振興会

ヘリウム粒子(Helium)CT画像システムの新規
開発 王　天縁 放射線腫瘍学分野 2,340,000

日本学術
振興会

Bio-active過酸化チタンナノ粒子を併用した
革新的放射線免疫療法の開発 岡本　欣晃 放射線腫瘍学分野 1,430,000

日本学術
振興会
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Gq変異による悪性腫瘍転移能への影響を探
る-Melanomaをモデルとして- 青木　大地 形成外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

甲状腺癌の未分化転化におけるFOXD1の
機能解析 稲瀬　安希 腫瘍・血液内科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

脆弱な網膜血管を有する個体に対する強力
なVEGF阻害の影響の解明 楠原　仙太郎 眼科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

モデルマウスを用いたネオセルフ抗体の不
育症発症機序解明と治療法開発 谷村　憲司 産科婦人科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

卵巣癌の腟分泌物抽出miRNAによる早期診
断と人工エクソソームを用いた核酸治療開発 寺井　義人 産科婦人科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

小児骨肉腫における悪液質に伴う筋萎縮に
対する抗酸化フラボノイドの効果 深瀬　直政 整形外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

Leydig細胞の機能を高める物質の探索-ヒト
iPS細胞を用いて- 佐藤　克哉 腎泌尿器科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

膠芽腫患者のケトン食療法による腸内細菌
叢の変化とシンバイオティクスによる増強効
果

篠山　隆司 脳神経外科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

骨折治癒過程における新たな幹細胞動態の
解明に関する研究 松本　知之 整形外科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

大脳皮質の生体イメージングによる全身麻酔
薬の意識調節機構の解明 原田　みどり 麻酔科学分野 2,210,000

日本学術
振興会

サテライトグリア細胞のミトコンドリア機能に着
目した線維筋痛症の病態解明 野村　有紀 麻酔科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

脊髄虚血のバイオマーカーの評価 長命　俊也 心臓血管外科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

免疫細胞のオピオイド受容体活性化に着目
した疼痛慢性化メカニズムの解明 西原　侑紀 麻酔科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

胆道癌術前治療における病理組織学的空
間解析 柳本　泰明 肝胆膵外科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

局所進行直腸癌のナノ粒子を用いた術前放
射線免疫療法のモデル構築とその応用 松田　武 食道胃腸外科学分野 2,470,000

日本学術
振興会

褐色脂肪細胞の脂肪滴形態が制御するエネ
ルギー代謝および基質選択性の解明 西本　祐希

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,690,000
日本学術
振興会

腸管内へのグルコース排泄と数理モデルを
用いた糖代謝機構の解明 坂口　一彦

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,560,000
日本学術
振興会
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デンプン粒子を元にした短時間作用型一時
的塞栓物質の開発 佐々木　康二 放射線医学分野 1,430,000

日本学術
振興会

Development of a novel cancer
immunotherapy model targeting human
macrophages

Ａｆｒｏｊ　Ｔａｎｉａ
生体シグナル制御学部
門

2,340,000
日本学術
振興会

ナノポアシーケンサーを用いたGAL3BPの多
層解析によるアルツハイマー病治療開発 関　恒慶 脳神経内科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

癌オルガノイドを用いた肺浸潤・胸水発生の
メカニズムの解明 小川　裕行 呼吸器外科学分野 2,340,000

日本学術
振興会

Rifによる膵がん細胞のFerroptosis抵抗メカ
ニズムの解明 紙崎　孝基 細胞生理学分野 1,430,000

日本学術
振興会

好中球を介した慢性ストレスによる神経炎症
病態のメカニズム解明 山口　勇太 薬理学分野 2,340,000

日本学術
振興会

SIRPα陽性2型樹状細胞における生存制御
機構の解明 小森　里美

生化学・シグナル統合
学分野

2,470,000
日本学術
振興会

植物における微小管ネットワーク形成制御機
構の解明 加藤　尭彬 生体構造解剖学分野 1,950,000

日本学術
振興会

マルチモーダルVR装置を用いた幻覚の神
経基盤に関する薬理学研究 新谷　勇介 生理学分野 1,820,000

日本学術
振興会

小児ロボット支援手術シュミレーションシステ
ムの構築 大片　祐一 小児外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

小児声門下腔狭窄症の診断治療評価にお
けるOCT（光干渉断層撮影）技術の有用性
の評価

尾藤　祐子 小児外科学分野 1,560,000
日本学術
振興会

サルコペニアにおける神経原性変化の関与：
筋超音波と非侵襲的運動単位計測による解
析

関口　兼司 脳神経内科学分野 2,210,000
日本学術
振興会

新規管腔内手術デバイスによる膀胱癌治療
の高度化 中楯　龍

精密診断治療機器学分
野

1,820,000
日本学術
振興会

在宅緩和ケア患者を対象に患者報告型アウ
トカムを活用した薬学的支援方法に向けた
研究

松村　千佳子 薬剤部 1,040,000
日本学術
振興会

新人看護師の成長に影響する「社会人基礎
力」のアウトプット学習コンテンツの開発研究

ウィリアムソン　彰
子

看護部 2,600,000
日本学術
振興会

がん悪液質を想定した筋肉量減少に対する
ミトコンドリア機能改善を介した新規治療法 武田　大介 口腔外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

Ped-PRO-CTCAE日本語版開発に関する研
究 早瀬　朋美 緩和支持治療科 1,950,000

日本学術
振興会
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OSNA法を用いた切除組織端に対する術中
迅速病理診断の開発 小寺澤　康文 食道胃腸外科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

膵頭十二指腸切除術後の脂質異常症の病
態メカニズムの解明 南野　佳英 肝胆膵外科学分野 3,770,000

日本学術
振興会

腸管内腔へのグルコース排泄機構の生理的
意義の解明 末松　那都

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

2,470,000
日本学術
振興会

糖尿病状態が膵β細胞可塑性に及ぼす影
響の検討 清家　雅子

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

2,340,000
日本学術
振興会

抗IgG重鎖/HLA-DR複合体抗体の関節リウ
マチにおける臨床的有用性の確立 上田　洋 膠原病リウマチ内科 2,860,000

日本学術
振興会

腫瘍随伴症候群関連下垂体炎の動物モデ
ル構築による病態解明 藤田　泰功

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,820,000
日本学術
振興会

骨髄塗抹標本バーチャルスライド作成の要
素技術研究 宮田　吉晴

バイオリソース・ヘルスケ
ア統合解析科学分野

2,080,000
日本学術
振興会

造血器悪性腫瘍におけるアミノアシルtRNA
合成酵素の生物学的意義の解明 倉田　啓史 腫瘍・血液内科学分野 650,000

日本学術
振興会

疣状静脈奇形のMAP3K3変異による表皮過
形成が解き明かす血管―表皮連関 吉岡　愛育 皮膚科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

自己複製能制御遺伝子を用いた造血幹細
胞の新規体外培養法確立 酒巻　太郎 小児科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

腸脳相関における迷走神経下神経節を介し
た神経伝達機構の解明 中井　達也 消化器内科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

腸内細菌とその関連代謝物を用いた心不全
の層別化バイオマーカーの開発研究 久松　恵理子 循環器内科学分野 2,080,000

日本学術
振興会

細胞接着分子を標的としたクローン病腸管狭
窄に対する新規治療開発のための基盤研究 宮崎　はる香 消化器内科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

非高周波内視鏡的粘膜下層剥離術による食
道狭窄予防効果の病態解明と医療機器開
発

高山　弘志 消化器内科学分野 1,300,000
日本学術
振興会

分子プロファイルに基づいた非乳頭部十二
指腸腫瘍の浸潤早期リスク因子の同定 上田　千勢 消化器内科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

微小浸潤癌に注目した膵癌の浸潤過程の解
明 辻前　正弘 消化器内科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

ケモカインを標的としたクローン病に対する
新規治療開発への基礎的基盤の構築 具　潤亜 消化器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会
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カンジダリシンをターゲットにした口腔潜在的
悪性疾患の悪性転化予防法の探索 船原　隆一郎 口腔外科学分野 1,300,000

日本学術
振興会

新型コロナウイルス広域中和抗体の同定と中
和メカニズムの解明 石丸　華子 臨床ウイルス学分野 2,210,000

日本学術
振興会

視神経疾患の病態依存的構造機能相関 坂本　麻里 眼科学分野 780,000
日本学術
振興会

緑内障手術最適化を目指した眼内経路劣化
の解明 盛　崇太朗 眼科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

頭頸部傍神経節腫の治療の最適化を目指
す～SDH遺伝子検査による研究 下田　光

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

910,000
日本学術
振興会

生成AIを用いた嚥下機能評価の標準化と自
動化 古川　竜也

耳鼻咽喉科頭頸部外科
学分野

1,300,000
日本学術
振興会

境界型寛骨臼形成不全における有限要素
法を用いたバイオメカニクス解析 黒田　雄一 整形外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

大腿骨頭壊死症に対する脂肪組織由来幹
細胞の局所投与と全身投与の治療効果の比
較

壺坂　正徳 整形外科学分野 1,690,000
日本学術
振興会

水素吸入療法による頚椎症性脊髄症に対す
るアプローチ 辻本　武尊 整形外科学分野 2,210,000

日本学術
振興会

ウサギFAIモデルを用いた股関節症進行のメ
カニズムに関するバイオメカニクス的研究 亀長　智幸 整形外科学分野 1,170,000

日本学術
振興会

網羅的遺伝子解析とスプライシング・機能解
析による急性脳症分子病態の包括的解明 花房　宏昭 小児科学分野 1,950,000

日本学術
振興会

治療によるグリオーマ内免疫微小環境変化
を反映した髄液炎症関連分子プロファイル解
析

岩橋　洋文 脳神経外科学分野 2,600,000
日本学術
振興会

流体工学的解析を取り入れた大動脈弁形成
術・右室流出路再建術のin vitro実験 松島　峻介 心臓血管外科学分野 1,820,000

日本学術
振興会

敗血症による筋萎縮・PICS予防のためのマイ
オスタチンアンチセンスの効果 中西　信人 災害・救急医学分野 2,340,000

日本学術
振興会

肥満を伴う大腸癌の病態解明と脂肪酸制御
による新規治療法の開発 阿河　杏介 食道胃腸外科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

優れた腫瘍特異性と抗原導入効率を実現す
るNKT細胞活性化樹状細胞ワクチンの開発 安積　佑樹 食道胃腸外科学分野 2,470,000

日本学術
振興会

細胞間コミュニケーションに着目した放射線
性顎骨壊死の革新的治療戦略の開発 岩田　英治 口腔外科学分野 1,040,000

日本学術
振興会
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生体イメージング技術を駆使した顎骨壊死の
病態解明と新規治療法の探索 田所　慶誠 免疫学分野 1,430,000

日本学術
振興会

糖尿病における術後認知機能障害の生体イ
メージング法を用いたメカニズム解明 中山　莉子 麻酔科学分野 1,690,000

日本学術
振興会

大腸癌骨髄ニッチの同定、腫瘍内CD8+T細
胞の維持機構の解明 鍵山　大起 食道胃腸外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

メトホルミンとイメグリミンによる筋量制御メカ
ニズムの解明 穂積　かおり

糖尿病・内分泌・総合内
科学分野

1,430,000
日本学術
振興会

膵癌の進展形式に基づく分子生物学的プロ
ファイルの解明 權田　真知 消化器内科学分野 1,560,000

日本学術
振興会

大腸癌に対する新たな免疫細胞療法として
のiPS細胞由来γδT細胞 二井　諒子 消化器内科学分野 780,000

日本学術
振興会

ナノ放射線と免疫チェックポイント阻害剤で
増感する革新的がんワクチン療法の開発 高林　畑銘 放射線腫瘍学分野 1,300,000

日本学術
振興会

線維症における病原性マクロファージの動態
と機能解析 杉原　文徳 免疫学分野 1,430,000

日本学術
振興会

膵臓がん細胞の造腫瘍能獲得に必要な
non-genetic driverの実体とその作用機序の
解明

藤田　圭太郎 消化器内科学分野 1,430,000
日本学術
振興会

社会ストレス後の遅発性脳病態の実態と機
序の解明 古屋敷　智之 薬理学分野 3,250,000

日本学術
振興会

ERR-γ経路の賦活化が腱板断裂に伴う腱
板筋の萎縮と脂肪変性に与える影響 山裏　耕平 整形外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会

機械学習でつくる脳循環状態の非侵襲的判
定法 田中　潤 脳神経外科学分野 780,000

日本学術
振興会

レジリエンスの物質的基盤 内匠　透 生理学分野 3,250,000
日本学術
振興会

官学協働による根拠に基づいた健康寿命の
格差縮小施策の立案：部署横断型データの
解析

片岡　葵 分子疫学分野 2,730,000
日本学術
振興会

カーボン製3層式後方支柱を使用した短下
肢装具の小児適用の試み 原田　理沙

リハビリテーション機能
回復学分野

1,430,000
日本学術
振興会

ポドプラニン陽性大腸早期癌関連線維芽細
胞の病理診断学的・生物学的意義 塚本　修一 分子病理学分野 1,600,000

日本学術
振興会

自然免疫細胞における膜型分子を介した新
規がん免疫監視機構の解明

稲益　咲季（松本
咲季）

生体シグナル制御学部
門

1,200,000
日本学術
振興会
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超高線量率X線による革新的がん治療法の
メカニズム解明 佐々木　良平 放射線腫瘍学分野 7,280,000

日本学術
振興会

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。

ミトコンドリアゲノム修復による口腔癌治療の
検討 村上　明希 口腔外科学分野 1,430,000

日本学術
振興会
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Kobayashi K,
Ogawa Y,

Bessho R, et
al

放射線腫瘍科

Achieving a Good Response in
Myxofibrosarcoma With Uncontrollable
Bleeding Using an Enzyme-Targeting
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Report.

Cureus. 2025 Jan 21 ;
17(1):e77800. (オンライン)
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M, et al
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Interv Radiol
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Interv Radiol
(Higashimatsuyama). 2025
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et al
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adult-onset Still's disease: A case
series.

Joint Bone Spine. 2024
Dec ; 91(6):105771.

Shiina T,
Yamamoto

EK, Yamada
H, et al

膠原病リウマチ内科
Idiopathic multicentric Castleman

disease-TAFRO after COVID-19: A
case report.

Mod Rheumatol Case Rep.
2025 Jan 16 ; 9(1):174-

178.

Fukuoka H 糖尿病・内分泌内科
When to decide on testosterone

replacement despite dopamine agonist
therapy in male prolactinomas?

Pituitary. 2024 Oct ;
27(5):449-450.

Funakoshi Y,
Yakushijin K,
Ohji G, et al

腫瘍・血液内科

Analysis of B-cell receptor repertoire
to evaluate immunogenicity of

monovalent Omicron XBB.1.5 mRNA
vaccines.

EJHaem. 2024 May 29 ;
5(4):661-668. (オンライン)

Fukuoka H 糖尿病・内分泌内科
Management of Cushing's disease in
the initial phase~From detection to

surgery~.

Endocr J. 2025 May 7 ;
72(5):463-473.

Bando H,
Yamamoto

M, Iguchi G,
et al

糖尿病・内分泌内科

Acquired thyroid-stimulating hormone,
luteinizing hormone, and follicle-

stimulating hormone deficiencies with
circulating anti-glycoprotein hormones
alpha chain-positive cell antibodies.

Endocrine. 2024 Nov ;
86(2):769-773.
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Imamura Y,
Kiyota N,

Tahara M, et
al

腫瘍・血液内科

Effect of acute kidney injury and
overall survival in patients with

postoperative head and neck cancer
who received chemoradiotherapy with
cisplatin: A supplementary analysis of
the phase II/III trial of JCOG1008.

Cancer Med. 2024 Sep ;
13(18):e70235.
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Kodama T,
Tani A,

Yamane H, et
al

病理診断科

A case of pancreatic ductal
adenocarcinoma with enteroblastic,

neuroendocrine, and squamous
differentiation with p53 overexpression

and loss of Rb expression.

Int J Surg Case Rep. 2024
Jul ; 120:109854.

Oyabu C,
Sato I,

Yamamoto
M, et al

検査部

Impact of anti-squamous cell
carcinoma antigen antibodies on serum
squamous cell carcinoma antigen levels

measured by chemiluminescent
immunoassay and chemiluminescent

enzyme immunoassay.

Lab Med. 2024 May 2 ;
55(3):341-346.

Kanzawa M,
Kanda T,

Fukuoka H,
et al

病理診断科

Two Cases of Adrenal Cysts Lined by
Thyroid Follicular Epithelium:
Addressing Cellular Origin and

Malignancy Concerns.

JCEM Case Rep. 2024
Apr 15 ; 2(4):luae058. (オ

ンライン)

Kashima R,
Yoshikawa R,
Saho W, et al

リハビリテーション科

Multidisciplinary Treatment for Breast
Cancer-related Multiple Bone

Metastases during Pregnancy Using
Bone Metastasis Cancer Boards: A

Case Report.

Prog Rehabil Med. 2024
Oct 2 ; 9:20240032. (オン

ライン)

Niino H,
Ikegaki S,
Iwata K

総合臨床教育セン
ター

Considerations on the Clinical
Relevance of Climatic Differences in
Pseudomonas aeruginosa Rates in

Diabetic Foot Infection.

Open Forum Infect Dis.
2024 Dec 11 ;

12(1):ofae724. (オンライン)

Tsuda Y,
Yoshikawa R,
Matsuda A,

et al

リハビリテーション科

Evaluating the Effectiveness of the
Driving Resumption Assessment in
Brain Disorders: Insights From a

Retrospective Observational Study.

Cureus. 2024 Jul 24 ;
16(7):e65304. (オンライン)

Fujii Y,
Yoshikawa R,
Kashima R,

et al

リハビリテーション科

Evaluation of Changes in Activities of
Daily Living and Quality of Life of

Patients with Bone Metastasis Who
Underwent Conservative Therapy
through Bone Metastasis Cancer

Boards.

Medicina (Kaunas). 2024
May 29 ; 60(6):906. (オン

ライン)

Goto R,
Matsushita
T, Ueda Y,

et al

リハビリテーション科

Quadriceps strength can improve
twelve months after opening wedge
high tibial osteotomy and opening

wedge distal tibial tubercle osteotomy,
particularly after opening wedge high

tibial osteotomy.

Knee. 2024 Dec ; 51:258-
267.

Inoue J,
Morishita S,
Okayama T,

et al

リハビリテーション科

Impact of quality of life on mortality
risk in patients with esophageal

cancer: a systematic review and meta-
analysis.

Esophagus. 2024 Jul ;
21(3):270-282.

Kakei Y,
Ioroi T,

Miyakoda K,
et al

歯科口腔外科

Assessment of Patient Characteristics
Influencing the Analgesic Effects of
Ibuprofen Gargle After Mandibular

Third Molar Extractions.

Cureus. 2024 Apr 3 ;
16(4):e57516. (オンライン)

Kakei Y,
Shimosato M,
Soutome S,

et al

歯科口腔外科

Interventional Prospective Studies on
Xerostomia in Patients Undergoing
Palliative and End-of-Life Care: A

Scoping Review.

Cureus. 2024 Jun 23 ;
16(6):e63002. (オンライン)

Kusumoto J,
Furudoi S,

Takeda D, et
al

歯科口腔外科

Evaluation of Zoledronate for Pain
Suppression in Diffuse Sclerosing
Osteomyelitis of the Mandible:

Protocol for a Prospective, Single-Arm
Interventional Study.

Cureus. 2025 Mar 17 ;
17(3):e80739. (オンライン)
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Rhamadianti
AF, Abe T,

Tanaka T, et
al

感染症内科

SARS-CoV-2 papain-like protease
inhibits ISGylation of the viral

nucleocapsid protein to evade host
anti-viral immunity.

J Virol. 2024 Sep 17 ;
98(9):e0085524.

Effendi GB,
Aoki K,

Marini MI, et
al

感染症内科
Single Amino Acid Substitution Within
the Helicase of Varicella Zoster Virus
Makes It Resistant to Amenamevir.

J Med Virol. 2024 Nov ;
96(11):e70080.

Hasegawa N,
Nishimura M,
Takamiya R,

et al

感染症内科

SARS-CoV-2 BA.2.86 is susceptible
to the neutralizing antibody MO11
targeting subdomain 1 despite the
E554K mutation near the epitope.

J Virol. 2025 Feb 25 ;
99(2):e0138924.

Hirai M,
Amaliin K,

Huang JR, et
al

感染症内科
HHV-6B ribonucleotide reductase
sequesters NF-IoB subunit p65 to
inhibit innate immune responses.

iScience. 2024 Dec 30 ;
28(2):111710. (オンライン)

Ishimaru H,
Nishimura M,
Shigematsu

H, et al

感染症内科

Epitopes of an antibody that
neutralizes a wide range of SARS-

CoV-2 variants in a conserved
subdomain 1 of the spike protein.

J Virol. 2024 May 14 ;
98(5):e0041624.

Tomida T,
Kimura T,

Yamamoto K,
et al

薬剤部

Evaluation of the drug-drug
interactions management system for

appropriate use of
nirmatrelvir/ritonavir: a retrospective

observational study.

J Pharm Health Care Sci.
2024 Sep 3 ; 10(1):54. (オ

ンライン)

Sakuraya T,
Sonomura T,
Emura K, et

al

リハビリテーション科

Evolutionary Implications of the
Human Soleus Muscle Based on the
Comparative Anatomy of Detailed
Intramuscular Nerve Distribution

Patterns in Primates.

J Morphol. 2025 Feb ;
286(2):e70035.

Kurimura T,
Omura T,

Yamamoto K,
et al

薬剤部

Prolonged Prothrombin Time due to
Drug-Drug Interaction of Warfarin
after the Change from Bosentan to
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　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に
資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記
載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載
されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能
病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等で
あっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限
る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、
またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月
は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。
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Endourology and Robotics

; 2024.09:37:317-323

明石 愛子,織
田 好子,後藤

彩 他
皮膚科 レトロゾールによる多形紅斑の1例

皮膚の科学 ;
2024.06:23:93-96

夏秋 聡,織田
好子,竹内 慎

哉 他
皮膚科

【蕁麻疹と蕁麻疹様紅斑】アナフィラキ
シーから脳塞栓に至った寒冷蕁麻疹

皮膚病診療 ;
2024.07:46:606-609
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陳 美仁子,大
野 雄康,山田

勇 他
救命救急科

全身性炎症反応症候群ならびに多臓
器不全を呈し敗血症との鑑別に苦慮し

た血管内リンパ腫の一例

救急医学 ;
2024.08:48:1003-1010

高田 健司,大
野 雄康,高山

和之 他
救命救急科

非気管挿管下に実施した内視鏡下副
鼻腔手術中に陰圧性肺水腫を発症し

た一例

日本救命医療学会雑誌 ;
2024.:38:1-12

田所 慶誠,武
田 大介,岩田

英治 他
歯科口腔外科

自傷行為により側頭筋および咬筋に発
症した外傷性化骨性筋炎の1例

日本口腔外科学会雑誌 ;
2024.06:70:255-260

利川 誠将,武
田 大介,長谷
川 巧実 他

歯科口腔外科
当科で新型コロナウイルス感染症に関
するPCR検査を行った患者の臨床的

考察

日本口腔感染症学会雑誌
; 2024.05:31:3-10

三宅 泰一郎,
浦出 剛史,小
松 昇平 他

肝胆膵外科
GC+デュルバルマブ療法が奏効し根
治的肝切除術を施行し得た胆嚢癌術

後肝転移再発の1例

癌と化学療法 ;
2024.08:51:843-845

山下 淳也,武
田 大介,白井

達也 他
歯科口腔外科

咬筋部限局性筋炎を疑った節外性
NK/T細胞リンパ腫,鼻型の1例

日本口腔外科学会雑誌 ;
2025.01:71:33-37

宮地 真生,菱
本 明豊,俵

崇記
精神科神経科

ブロムバレリル尿素を過量内服し、幻
覚症をきたした一例

仁明会精神医学研究 ;
2024.09:22:66-70

吉田 道彦,柳
本 泰明,津川

大介 他
肝胆膵外科

腹腔鏡補助下膵頭十二指腸切除術で
R0切除となった胆管原発神経内分泌

癌の1例

癌と化学療法 ;
2024.12:51:1633-1635

八木田 隼啓,
福本 毅,今村

真也 他
皮膚科

【予想外の皮膚病(意外な結末となった
皮膚病)】免疫抑制中に生じたVZV関
連の血管炎による片側性難治性下腿

潰瘍

皮膚病診療 ;
2024.10:46:892-896

長尾 愛,山野
希,久保 亮治

皮膚科
【特異的分布を示す皮膚病】乳頭乳輪
部を除いた体幹にタンクトップ様の皮

膚硬化を呈した限局性強皮症

皮膚病診療 ;
2025.03:47:224-227

吉岡 愛育,辰
田 奈那恵,福

本 毅 他
皮膚科

【特異的分布を示す皮膚病】母親の多
発性黒子が診断の契機となった
Noonan syndrome with multiple

lentigines(NSML,旧名LEOPARD症候
群)の親子例

皮膚病診療 ;
2025.03:47:210-214

晴木 健人,福
本 毅,原田

朋佳 他
皮膚科

レチノイド内服と内服PUVA療法の併
用療法が奏効した毛包向性菌状息肉

症の1例

Skin Cancer ;
2025.02:39:318-323

田村 恵梨,神
田 知紀,児玉

貴之 他
放射線診断・IVR科 腎洞に発生したSFTの1例

臨床放射線 ;
2024.07:69:567-572

橋本 真哉,小
川 聡,藤原

進
皮膚科

【予想外の皮膚病(意外な結末となった
皮膚病)】右第IV趾の蠣殻様痂皮を契
機に診断された本態性血小板血症

皮膚病診療 ;
2024.10:46:902-906

今西 優子,秋
元 典子

看護部
進行がん患者が病気の情報を未成年
の子どもに伝えることに関する意思決

定過程

日本がん看護学会誌 ;
2024.08:38:117-127
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(注) 1

2

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するも
のと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じるこ
と。

長尾愛、山野
希、久保亮治

皮膚科
乳頭乳輪部を除いた体幹にタンクトッ
プ様の皮膚硬化を呈した限局性強皮

症
皮膚病診療

西川 佳佑,
大沼 健一郎,
楠木 まり, 石
田 奈美, 小
林 沙織, 西

検査部
Streptococcus属及びHaemophilus

influenzaeにおける薬剤感受性測定機
器DPS192iXの性能評価

日本臨床微生物学会雑
誌・2025年3月)

晴木健人、福
本毅、原田朋
佳、小野竜

輔、久保亮治

皮膚科
レチノイド内服と内服PUVA療法の併
用療法が奏効した毛包向性菌状息肉

症の1例
Skin Cancer

吉岡愛育、辰
田奈那恵、福
本毅、小野竜
輔、長濱通

子、久保亮治

皮膚科

母親の多発性黒子が診断の契機と
なったNoonan syndrome with multiple
lentigines (NSML, 旧名LEOPARD症候

群)の親子例

皮膚病診療

荻原孝史，山
本和宏，村川
亜光，髙木妙
子，阪上倫
行，木村丈

薬剤部

薬剤師によるバンコマイシン血中濃度
測定オーダー登録と注射薬処方オー
ダー仮登録がもたらす実践的有用性

の評価

TDM研究, 41(4): 117-124
(2024)

八木田隼啓、
福本毅、今村
真也、国定
充、谷川瑛

子、久保亮治

皮膚科
免疫抑制中に生じたVZV関連の血管

炎による片側性難治性下腿潰瘍
皮膚病診療

桂 長門 救命救急科

【器機を用いた栄養アセスメントを臨床
に生かす】BIAを用いたがん患者の栄
養アセスメント　二次性サルコペニアを
伴う消化器がん患者における浮腫がお
よぼすBMIと骨格筋量関係の変化　骨

外科と代謝・栄養 ;
2024.04:58:53-56

桂 長門,斎藤
徹

救命救急科
都市部と地方における肛門疾患診療
の違い　ALTA療法を巡る患者心理を

中心とした考察

日本臨床肛門病学会雑誌
; 2024.10:7:74-77



 (様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

審査申請手順について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

被験者の保護を最優先し、かつ、大学の社会的信頼を得つつ、臨床研究を適正に推進するため

に、利益相反が深刻な事態へと発展することの未然防止を目的として、利益相反のマネジメン

トを適切に実施する。マネジメントの実施のため、臨床研究利益相反マネジメント委員会を設

置し、委員会は利益相反に関する重要事項を調査・審議・審査する。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１９回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年３０回 

 ・研修の主な内容 

  臨床研究の全体像、治療開発のための研究形態、研究倫理と被験者保護について 

  e-learning又は臨床研究推進セミナーを受講する 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

・神戸大学医学部附属病院内科専門研修プログラム 

本プログラムは、神戸大学医学部附属病院ならびに兵庫県・大阪府の関連病院・連携施設群の中

で、内科専門医を取得することを一つの目標として、内科医としての幅広い臨床能力を育成する

ためのものである。 

初期臨床研修を修了した後に、プログラム内の病院群の中で3年間専攻医として研修を修了した時

点で、内科専門医受験資格を獲得することを目標とする。 

 

・神戸大学放射線科専門研修プログラム 

本プログラムは、神戸大学医学部附属病院放射線科/放射線腫瘍科を専門研修基幹施設として、日

本医学放射線学会に認定された 9つの総合修練機関、3つの特殊修練機関、21の修練機関に1つの

関連施設を加えた専門研修施設群を統括する専門研修プログラムである。 

 

・神戸大学小児科専門研修プログラム 

本プログラムは、日本小児科学会が求める「子どもの総合診療医」「育児・健康支援者」「子ど

もの代弁者」「学識・研究者」「医療のプロフェッショナル」の５つの資質を備えた小児科専門

医となるに必要かつ十分なプログラムであるだけでなく、将来のsubspecialty や個人のキャリア

パスにも十分配慮した多様な選択肢を持つプログラムである。 

 

・神戸大学皮膚科研修プログラム 

本プログラムは、研修を終了し所定の試験に合格した段階で、皮膚科専門医として信頼され安全

で標準的な医療を国民に提供できる充分な知識と技術を獲得できることを目標とする。医師とし

ての全般的な基本能力を基盤に、皮膚疾患の高度な専門的知識・治療技能を修得し、関連領域に

関する広い視野をもって診療内容を高める。皮膚科の進歩に積極的に携わり、患者と医師との共

同作業としての医療の推進に努める。医師としてまた皮膚科専門医として、医の倫理の確立に努

め、医療情報の開示など社会的要望に応える。  

 

・神戸大学病院 連携施設 精神科専門医研修プログラム 

専攻医は統合失調症、気分障害をはじめとする児童思春期から老年期にわたる多岐の精神疾患患

者の主治医となり、看護、心理、リハビリテーションの各領域とチームを組み、これらの精神疾

患に対し生物学的検査・心理検査を行い、薬物療法、精神療法の中核的なカリキュラムに従った

研修プログラムに参加する。神戸大精神科研修プログラムの連携施設には、神戸市立中央市民病

院をはじめとする総合病院精神科神経科、県立ひょうごこころの医療センターをはじめとする 

公立・私立単科精神科病院が含まれる。専攻医はこれらの医療機関をローテートしながら研鑽を

積み、精神科医としての診療能力を向上させつつ、精神科専門医だけでなく精神保健指定医資格

をも取得することを目標とする。  

 

・神戸大学外科専門研修プログラム 

神戸大学外科学講座の食道胃腸外科学、肝胆膵外科学、心臓血管外科学、呼吸器外科学、小児外

科学、乳腺内分泌外科学の 6 分野ならびに外科系講座の災害・救急医学分野が連携し、プログラ

ムの作成と運営を行うことにより、各専攻医のライフプランに応じた効率的できめ細やかな研修

を計画することができる。 

 

・神戸大学整形外科専門研修プログラム 

本プログラムでは、基幹施設および連携施設全体においてスポーツ医学、関節外科学、脊椎外科

学、手外科学、外傷学、骨軟部腫瘍学、小児整形外科学、リハビリテーション医学などの専門性



の高い整形外科診療を、満遍なく、幅広く経験することが可能である。また、整形外科専門医資

格取得後に、サブスペシャリティ領域の研修へ発展させていくための基礎をしっかりと修得する

ことができる。さらに基幹施設である神戸大学医学部附属病院における研修では、専門性の高い

臨床研修に加え、神戸大学の特徴である大学院大学という特徴を活かし、将来の大学院進学に備

えた臨床・基礎研究のアプローチを学ぶことが可能である。  

 

・神戸大学医学部脳神経外科専門研修プログラム 

神戸大学医学部附属病院および連携施設において、それぞれの専門性を有した指導医のもと、症

例を担当し臨床実地経験を蓄積する。大学病院では最新鋭の 3 テスラ術中 MRI 装置やハイブリ

ッド手術室を用いた先進的な医療に参加できる。連携施設は兵庫県内にほぼ集約され、基幹施設

と連携施設での 2019 年の年間手術総数は 4800 件余りにおよび脳神経外科の全領域をカバーし

ている。地域の第一線医療、三次救急医療、脳血管障害専門医療、血管内治療、小児神経疾患、

脊髄疾患、機能的疾患、脳腫瘍の集約的治療、神経内視鏡手術、定位放射線治療などの特色ある

治療を行っている連携施設をローテーションすることができることは、当プログラムの大きな特

徴である。大学以外の各連携施設でも十分な指導医と豊富な症例を有しており、診療支援・教育

学習機会が充実している。 

 

・神戸大学眼科専門研修プログラム 

眼科の 6 領域である、角結膜、緑内障、白内障、網膜硝子体・ぶどう膜、屈折矯正・弱視・斜視

、神経眼科・眼窩・眼付属器のそれぞれに専門家が在籍している。専門研修基幹施設には、７つ

の専門外来を設置しており（緑内障、神経眼科、斜視弱視・小児眼科、網膜硝子体、ぶどう膜、

角膜・コンタクト、眼窩）、専門研修連携施設にも、一般臨床から幅広い領域に対応できる指導

医を派遣している。これらから、基幹施設、連携施設での研修を通じて、どの分野においても偏

りなく眼科の最新医療を学べる体制が整っている。 

 

・神戸大学耳鼻咽喉科専門研修プログラム 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師としての人格を涵養し、耳、鼻・副鼻腔、口腔・咽頭・喉頭、頭頸

部の病態や疾患に対する診断と治療に関する豊富な知識と技術、経験を有し、国民に良質で安全

な標準的医療を提供するとともに、更なる医療の発展にも寄与することができる耳鼻咽喉科専門

医の育成を目的としている。 

 

・神戸大学泌尿器科専門医研修プログラム 

神戸大学医学部附属病院を基幹施設とする27の連携施設から構成される。本研修施設群では、小

児泌尿器科、尿路生殖器腫瘍、排尿障害、尿路結石症、性機能障害、生殖医療、尿路感染症、女

性泌尿器科、腎移植、腹腔鏡手術、小切開手術などの領域を専門的に実施する連携病院を擁し、

また、ロボット支援手術を実施する病院が15施設に及ぶ。以上のプログラムの特性から、一般的

な泌尿器科診療に加えて量的にも質的にも多彩な専門的診療を研修する機会が得られる。 

 

・神戸大学産科婦人科研修プログラム 

本専門研修プログラムでは、医師としてまた産婦人科医としての基本的な診療技術、幅広い知識

を習得し、婦人科腫瘍、周産期、女性のヘルスケア、生殖医療、内視鏡手術、さらに医療過疎地

における地域医療に特化した連携施設での研修により、幅広く、より高度な知識・技能を持つこ

とが可能となる。研修終了後は、兵庫県下のみならず地域医療の担い手として、県外も含めた希

望する施設で就業することが出来る。さらに専門研修施設群における専門研修後には、大学院へ

の進学やサブスペシャリティ領域の専門医の研修を開始する準備も整っているため、スムーズに

個々のスキルアップを図ることが出来る。 

 

・神戸大学形成外科研修プログラム 

形成外科は臨床医学の一端を担うものであり、先天性あるいは後天性に生じた変形や機能障害に

対して外科的手技を駆使することにより、形態および機能を回復させ患者の Quality of Life 



の向上に貢献する外科系専門分野である。形成外科医制度は、形成外科医として有すべき診断能

力の水準と認定のプロセスを明示するものであり、専門研修プログラムは医師として必要な基本

的診断能力（コアコンピテンシー）と形成外科領域の専門的能力、社会性、倫理性を備えた形成

外科医を育成することを目的としている。 

 

・神戸大学医学部附属病院麻酔科専門研修プログラム 

本プログラムでは、４年間のうち最短で１年間は責任基幹施設である神戸大学医学部附属病院で

研修を行うこととし、プログラムに所属する全ての専攻医が、原則として研修期間４年間のうち

の2年間で専門研修基幹施設および連携施設において、専門研修に必要とされる特殊麻酔症例数を

達成できるようローテーションを構築している。残り2年間の研修は、すべての領域を満遍なく回

るローテーションを基本とするが、それぞれの専攻医のキャリアプランに合わせた調整が可能で

ある。また、 専門研修基幹施設（神戸大学医学部附属病院）での研修には、集中治療およびペイ

ンクリニック領域での研修も含まれる。 

 

・神戸大学医学部附属病院救急科専門研修プログラム 

本プログラムでは、手術手技などの救急科医としての専門的能力は当然として、大学ならではの

基礎から臨床、日常診療から最先端の医療まで臓器・分野を越えた幅広い領域の知識や技術を学

ぶ事が出来る。災害救急医学分野の協力を得て、必修である救命・救急医療の充実を計っている

。さらに３年間の専門研修プログラム終了後も様々な診療特色を持つ関連病院への出向や大学院

博士課程へ進学、国内外への留学など、幅広い選択肢の中から、自身の選択した専門分野（サブ

スペシャリティ）で救急科医師としての研鑽を積むことが可能である。 

 

・神戸大学医学部附属病院病理専門研修プログラム 

大学病院をも含む数多い関連施設群を活用し、多分野にわたる基本的な病理診断学の習得は勿論

、 個人の興味に応じた医療最前線の病理学の両者をバランス良く学ぶことを目指す。各専門分野

にわたる豊富な指導教官による充実した指導と多彩な症例を経験することができる。各分野に精

通した専門家が多数在籍し、general pathology を十分に習得した上で、各自のsubspecialty 

を持った理想的な病理医を育成する。各専攻医の希望にきめ細かく対応。基礎病理学分野群、 

あるいは他大学の基礎講座とも連携し、診断病理医として有用な分子病理学のスキル習得も可能

である。 

 

・神戸大学リハビリテーション科専門研修プログラム 

神戸大学リハビリテーション科研修プログラム(PG)は、患者から信頼され、まず、標準的な医療

を提供できるリハビリテーション科専門医となるために、急性期、回復期、生活期のリハビリテ

ーション医療に精通し、脳卒中、運動器、切断、小児、内部障害、そしてがんのリハビリテーシ

ョンまで幅広く知識と経験を得られるよう、適切な教育を行い、十分な知識と経験を身に着ける

ため、神戸、播磨地区の病院群での研修を中心に構成されたプログラムになっている。本研修プ

ログラムは、現在まで神戸大学医学部附属病院とその関連病院の先輩方が築き上げた素晴らしい

リハビリテーション研修施設を横断して研修することで、日本をリードするリハビリテーション

科専門医となるための基礎を身に着けてもらえると考えている。 

 

・神戸大学臨床検査専門研修プログラム 

臨床検査はEvidence Based Medicineにおける客観的な指標として、診療にかかせないものである

。臨床検査の全般において、その品質の向上と維持に努め、適切かつ信頼性の高いサービスを通

して良質で安全な患者診療に貢献する専門医が臨床検査専門医である。本研修プログラムでは、

臨床検査医学総論、一般臨床検査学・臨床化学、臨床血液学、臨床微生物学、臨床免疫学・輸血

学、遺伝子関連検査学、臨床生理学の基本７科目の研修を行う。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 



2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           145人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

児玉 裕三 内科 教授      31 年  

村上 卓道 放射線科 教授           39 年  

野津 寛大 小児科 教授           28 年  

久保 亮治 皮膚科 教授           31 年  

菱本 明豊 精神科神経科 教授           29 年  

掛地 吉弘 外科 教授           38 年  

黒田 良祐 整形外科 教授           35 年  

篠山 隆司 脳神経外科 教授           31 年  

中村 誠 眼科 教授           36 年  

丹生 健一 耳鼻咽喉・頭頸部外科 教授           39 年  

三宅 秀明 泌尿器科 教授           32 年  

寺井 義人 産科婦人科 特命教授          33 年  

榊原 俊介 形成外科 教授           21 年  

小幡 典彦 麻酔科 教授           25 年  

小谷 穣治 救命救急科 教授           38 年  

伊藤 智雄 病理診断科 教授           33 年  

酒井 良忠 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 特命教授           29 年  

三枝 淳 臨床検査部門 部長          29 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

1. 研修の主な内容  

 

       

  研修の期間・実施回数 

  研修の参加人数  

薬剤師を対象に、薬物治療、薬剤師業務についての知識・技能を習

得するための講義・演習形式のスキルアップセミナーおよび症例検

討会を実施した。 

2024/4/1～2025/3/31 計38回 

各6～44名、延751名 

2. 研修の主な内容  

 

  研修の期間・実施回数 

  研修の参加人数  

新人看護師を対象に、「薬剤の基礎知識」をテーマとする講義（動

画）を実施した。 

2024/4/4、1 回 60 分の動画講義 

140 名 

3. 研修の主な内容  

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

病棟看護師を対象に、「精神科治療薬」、「糖尿病薬」、「睡眠薬

・抗精神病薬」をテーマに講義を行った。 

2024/4/11、11/1、11/12 計3回 

約31名 

4. 研修の主な内容  

 

  研修の期間・実施回数 

  研修の参加人数  

医師事務作業補助者を対象に、「薬剤部業務の解説」をテーマに講 

義を行った。 

2024/8/2、1回60分の動画講義 

15名 

5. 研修の主な内容  

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

  研修の参加人数  

新人看護師を対象に「医療安全90分、社会人基礎力300分、技術トレ

ーニング540分、フィジカルアセスメント180分」の研修を対面で、

「薬剤の基礎知識60分、糖尿病の薬物治療60分、災害看護60分、リ

フレクション60分」をオンデマンド配信で実施した。 

2024/4～6にかけて 

各回140名 

6. 研修の主な内容  

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

新人看護師を対象に「技術評価210分、看護倫理210分」の研修を対

面で、「災害看護60分、リフレクション270分」をオンデマンド配信

で実施した。 

2024/4～6にかけて 計12回 

各回131～140名 

7. 研修の主な内容  

 

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

卒後2～3年目程度の看護師を対象に「フィジカルアセスメント180分

105名」の研修を対面で、「手術看護60分12名、がん薬物療法看護入

門240分79名、がん看護180分43名、スキンケア60分122名、家族看護

60分108名、排泄ケア60分106名、災害看護60分106名、リフレクショ

ン60分98名」をオンデマンド配信で実施した。 

2024/6～2025/2にかけて 計10回 

上記内容とおり 

8. 研修の主な内容  

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

卒後4年目以上の看護師を対象に、「がん看護240分20名、災害看護

60分25名、家族看護210分15名、フィジカルアセスメント210分26名

、リフレクション60分22名」を対面で実施した。 

2024/6～2025/2にかけて 計10回 

上記内容とおり 

9. 研修の主な内容 

  

すべての看護師を対象に「認知症看護」をオンデマンド配信で実施

した。 



  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

2024/10の1か月間アクセス可能とした 

38名 

10. 研修の主な内容  

    

研修の期間・実施回数 

      

 

 

 

 

研修の参加人数    

 

診療放射線技師を対象に、放射線関連学会での演題に対する予演会

および学会参加で得た知見等に対する報告会を実施した。 

①日本放射線技術学会総会学術大会 報告会 ３回 

②日本磁気共鳴医学会大会 予演会/報告会 ２回 

③日本放射線医療技術学術大会 予演会/報告会 ３回 

④文部科学省診療放射線技師研修 報告会 

⑤日本放射線腫瘍学会学術大会 報告会 

⑥日本IVR学会総会 報告会 

①37名・37名・34名 

②29名・35名 

③30名・35名・32名 

④31名 

⑤33名 

⑥30名                     

11. 研修の主な内容    

 

 

 

 

 

 

 

  

   研修の期間・実施回数  

研修の参加人数    

医療技術部新規採用職員を対象に以下の研修を実施した 

 ①就業規則について 

 ②感染対策について（実技含む） 

 ③各部門の部門紹介 ３回（職場見学会含む） 

 ④接遇について 

 ⑤患者さんの安全な移乗方法について（実技） 

 ⑥医療安全（医療技術部における事例） 

 ⑦電子カルテの見方 各職種がどの部分を見ていて、どの部分を 

職員に知っていてほしいのかを多職種が説明する 

9回 

各回 23名 

12. 研修の主な内容   

            

研修の期間・実施回数 

研修の参加人     

リハビリテーション部の技士を対象に「下肢荷重計そくまると自動

角度計の使用方法の研修会」を実施した。     

1 回 

6 名 

13. 研修の主な内容  

 

 

 

 

 

 

    

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

病理部の新規採用職員を対象に、以下の研修を実施した。 

院内オリエンテーションおよび部内オリエンテーション 

・ 患者情報の守秘義務 

・ 倫理 

・ ポケットマニュアルの説明 

・ 接遇 

・ 感染予防 

・ 部内オリエンテーション 

2024/4/1～4/2、5/1～5/7 

各期間1名 

14. 研修の主な内容  

 

 

 

 

 

 

 

病理部の新規採用職員を対象に、以下の研修を実施した。 

ISO 15189に関する研修 

・ 教育訓練研修 

・ 文書管理 

・ 毒物劇物・化学物質の取り扱い 

・ HIS/LIS、個人情報・守秘義務 

・ 精度管理・試薬管理 

・ プロセス管理 



 

    

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

・ 環境設備 

・ ＱＭＳ 

2024/4/1～4/25、5/7～5/31 

各期間1名 

15. 研修の主な内容   

 

 

   

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

病理部の職員を対象に、以下の研修を実施 

 有害インシデントの影響を回避または抑制することを含む

安全衛生 

 避難訓練（机上訓練） 

2024/11/7、１回 

全員 

16. 研修の主な内容 

 

    

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数 

検査部として、以下の研修を実施 

①毒劇物取り扱いについて（神田 技師） 

②自己免疫疾患について（第2回） 千藤 荘 先生 

①2024年5月31日 ②2024年7月24日  

①49人 ②49人 

17. 研修の主な内容    

    

   研修の期間・実施回数  

   研修の参加人数        

医療従事者を対象に、「NEST勉強会」として栄養管理についての知 

識を習得するための講義を実施した。 

2024/4/1～2025/3/31 計9回 

各 30～60 名 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

1. 研修の主な内容  

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

薬剤師を対象に、薬・業務に関するインシデントや対策、薬・治療

に関する知識、病棟業務についての標準化・効率化やインシデント

対策の共有を図るために薬局会、ミーティングを実施した。 

2024/4/1～2025/3/31 計24回 

各28～75名、延1190名 

2. 研修の主な内容  

 

 

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数  

新人看護師を対象に「患者情報収集60分、対人コミュニケーション

210分、分、ピアサポート240分、看護の展開210分、業務マネジメン

ト210分」の研修を対面で実施した。 

2024/04～11にかけて 計11回 

各回127～140名 

3. 研修の主な内容  

 

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

卒後2年目～3年目程度の看護師を対象に「成人教育210分71名、 

ピアサポート60分104名、対人コミュニケーション210分99名」の研

修を対面で、「入退院支援45分164名、リーダーシップ60分60名、ピ

アサポート60分104名、メンバーシップ60分111名、」の研修をオン

デマンド配信で実施した。 

2024/6～2025/3にかけて 計32回 

上記内容とおり 

4. 研修の主な内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

卒後4年目以上の看護師を対象に、「教育学210分15名、キャリアデ

ザイン60分42名、教育倫理210分20名、倫理的意思決定210分54名、 

セルフコンディショニング210分7名、看護サービス管理60分11名、 

論理的思考と論理的文章210分19名、コンフリクトマネジメント60分

13名目標管理60分4名、コーチングスキル210分24名」の研修を対面

もしくは遠隔ライブ講義で、「チーム医療60分29名、リーダーシッ

プ60分33名、看護学教育論210分15名、エビデンスの実践活用210分

20名、研究テーマの探求210分18名、組織論60分20名」をオンデマン

ド配信で実施した。 

2024/6～2025/2にかけて 計30回 

上記内容とおり 



5.  研修の主な内容  

 

   研修の期間・実施回数  

研修の参加人数  

すべての看護師を対象に、「地域包括ケアにおける看護師の役割60

分81名異文化対応能力向上60分11名、」の研修を対面で実施した。 

2024/7～2024/8にかけて 計2回 

上記内容とおり 

6.  研修の主な内容  

 

 

 

 

 

   研修の期間・実施回数  

研修の参加人数  

教育指導のリーダー役割を担う看護師を対象に、「部署の教育にお

ける現状と課題210分13名、リフレクションの理解とファシリテーシ

ョン210分13名、研修の組み立て方210分25名、指導法210分12名、 

メンタルヘルスケアを考慮したアプローチ210分12名、教育とは210

分12名」の研修を対面で、「看護基礎教育の現状と課題60分19名」

をオンデマンド配信で実施した。 

2024/6～2025/2にかけて 計7回 

上記内容とおり 

7.  研修の主な内容  

 

 

   研修の期間・実施回数  

研修の参加人数  

管理的立場の看護師を対象に、「心理的安全性60分30名、医療メデ

ィエーション60分22名、災害対応60分53名、看護DX60分52名」の研

修を対面で実施した。 

2024/6～2025/2にかけて 計4回 

上記内容とおり 

8.  研修の主な内容    

                        

研修の期間・実施回数 

   

研修の参加人数      

  

診療放射線技師を対象に、学生実習指導に係る報告会を行った。 

また、各装置に特化した個別研修を必要時に開催した。 

①学生実習に係る報告会 ９回 

②装置使用に係る個別研修 １３回 

①24名・31名・30名・32名・33名・33名・35名・24名・29名 

②各回1～8名                          

9.  研修の主な内容   

 

 

   

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数      

病理部の細胞検査士を対象に、以下の研修を実施した。 

①細胞診症例検討会 

②口腔細胞診ワークショップ 

③細胞診供覧会（陽性チェック） 

①1時間・5回 ②1時間・2回 ③0.5時間・週5回 

①②細胞検査士全員、③細胞診業務担当者研修の参加人数   

10. 研修の主な内容  

    

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

病理部の業務担当職員を対象に、「機器導入時使用説明会」を実施

した。 

1～2時間、1回 

機器使用者全員 

11. 研修の主な内容 

 

  研修の期間・実施回数 

研修の参加人数  

病理部の業務開始職員を対象に、以下の研修を実施した。 

業務組織標本 

8時間、 

①1名 ②1名 ③1名 ④業務開始職員全員 

12. 研修の主な内容  

 

 

 

 

 

 

 

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

病理部の業務担当職員を対象に、以下の研修を実施した。 

① 電子顕微鏡 各論 

② 泌尿器パリシステム 

③ 甲状腺NIFTP 

④ 細胞診精度管理解説 

⑤ HALOﾕｰｻﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞおよび講習 

⑥ 迅速鍍銀染色の必要性 

⑦ 電子染色EMステイナー 

約30分、各1回 

担当者全員 

13. 研修の主な内容  検査部として、以下の研修を実施した。 



   

 

研修の期間・実施回数  

研修の参加人数  

①ISO15189:2022 ISO内部監査員セミナー 

②インシデント事例・是正処置対策事例の共有 

①2024年4月10日～16日 ②2024年7月24日 

①19人 ②49人 

③  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

1. 研修の主な内容  

 

 

 

 

  研修の期間・実施回数 

  

  研修の参加人数  

日本医療薬学会地域薬学ケアの研修生を対象に、部内薬剤師向けに

開催したスキルアップセミナーおよび症例検討会、院内で開催され

た抗悪性腫瘍剤審査委員会やチーム医療・診療科のカンファレンス

を公開した。また、対応に苦慮する症例に対する指導を行い、研修

生による症例検討会を開催した。 

2024/4/1～2025/3/31 計38回(スキルアップセミナー、症例検討会)

、19回（がん薬物療法審査委員会）、月1回（症例に対する指導） 

4名 

2. 研修の主な内容  

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム 高齢者

医療コース研修生に対して、高齢者の「薬学概論」「ポリファーマ

シー」「糖尿病治療」「栄養管理」「がん薬物療法」「アドバンス

・ケア・プランニング」について講義を行った。 

2024/6/17～2024/7/12 

2 名 

3. 研修の主な内容  

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム 栄養医

療コース研修生に対して、研修期間中に「静脈栄養」「簡易懸濁」

について講義を行った。 

2024/12/21～2024/12/22、40分、1回 

20名 

4. 研修の主な内容  

 

 

  研修の期間・実施回数 

  研修の参加人数  

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム 災害・

救急医療コース研修生に対して、研修期間中に「災害時の薬事」に

ついて講義を行った。 

2024/10/7～2024/10/25 

1 名 

5. 研修の主な内容  

 

 

 

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム がん医

療コース研修生に対して、研修期間中にがん薬物療法を受ける患者

（外来、入院）に対する服薬指導、副作用モニタリング等の実技研

修を行った。 

2024/4/30～2024/5/31 

1名 

6. 研修の主な内容 

 

  

  研修の期間・実施回数   

研修の参加人数  

日本医療薬学会がん専門薬剤師制度の研修生に対して、研修期間中

に「薬物療法の実践」「チーム医療への参画」等の研修の進捗管理

を行った。 

2024/4/1～2025/3/31、月1回程度 

2名 

7. 研修の主な内容 

 

  

  研修の期間・実施回数  

 研修の参加人数  

日本臨床腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師制度の研修生に対して

、研修期間中に、がん薬物療法を受ける患者（外来、入院）に対す

る服薬指導、副作用モニタリング等の実技研修を行った。 

2024/11/19～2025/3/7 計30日 

1 名 

8.  研修の主な内容  

 

 

院内外の看護師を対象に「メンタルヘルス210分7名、コーチングス

キル210分42名、看護研究60分14名、コンフリクトマネジメント60分

30名、1on1ミーティング180分3名、ウェルビーイング210分3名、異



 

   研修の期間・実施回数 

   研修の参加人数  

文化対応能力向上60分4名」の研修を実施した（人数は院外受講者） 

上記各1回ずつ開催（1on1ミーティングのみ60分×3回） 

上記内容とおり 

9.  研修の主な内容   

 

 

   

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム がん医

療コース：免疫染色エキスパート臨床検査技師育成コース研修生に

対して、「免疫染色に関する基礎と応用技術」について講義および

実習研修を行った。 

2025/2/3-14、3/10-3/21、18回 

１名 

10. 研修の主な内容   

   

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数    

全国の病理部門技師に対して、免疫染色に関するセミナーを開催し

た。 

2025/1/12、1 回 

約 100 名 

11. 研修の主な内容  

 

    

  研修の期間・実施回数 

  研修の参加人数    

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム高齢者医 

療コースの研修生 看護師3名に対して、高齢者の「チーム医療」 

「病院給食」「栄養管理」等について講義を行った。 

2024/7 １回1～2.5時間、計4回 

3 名 

12. 研修の主な内容  

    

研修の期間・実施回数 

研修の参加人数     

神戸大学エキスパートメディカルスタッフ育成プログラム栄養医療 

コース研修生に対して、「栄養の基礎」について講義を行った。 

2024/12/21、40分、1回 

約 30 名 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 黒田 良祐 

  管理担当者氏名 薬剤部長 矢野 育子 総務課長 丹治 義之 管理課長 髙安 健一  
学務課長 勝呂 新  研究支援課長 玉田 和大 医事課長 足立 隆昌
医療支援課長 吉野 活己 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医療支援課 病歴資料については診
療録センターで集中管
理を行い、エックス線
写真、処方せん、病院
日誌各診療科日誌は当
該担当部署において、
保管している。 
診療記録は2008年より
電子カルテによる保管
運用を開始している。 
紙媒体で生成される各
種検査記録及び同意書
等は、スキャナにより
電子的情報として電子
カルテに取り込み、保
存している。 
診療録の院外持ち出し
は原則禁止としている
。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録センター 
看護記録 診療録センター 
検査所見記録 診療録センター 
エックス線写真 各診療科 
紹介状 診療録センター 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療録センター 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ル及び紙媒体で管理 高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究支援課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

カルテ室 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課 
 

パソコンの電子ファイ
ル及び紙媒体で管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 パソコンの電子ファイ
ル及び紙媒体で管理 

 
院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課・薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課・薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課・薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課・薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

管理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

管理課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

管理課 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課 パソコンの電子ファイ
ル及び紙媒体で管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課・薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

大学 内部統制室・ 
神戸海都法律事務所
(外部窓口) 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　病院長 　黒田　良祐

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
   　閲覧日の２週間前までに所定の申込書により総務課に申込を行い、応接室にて閲覧する。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・医学部管理棟（総務課）

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　　薬剤部長　矢野　育子　　　　総務課長　丹治　義
之
  管理課長　高安　健一　  　  学務課長　勝呂　新
  研究支援課長　玉田　和大　医事課長　足立　隆昌
  医療支援課長　吉野　活己

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



 
 

 

規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
「医療にかかる安全管理のための指針」を定め、以下の内容を記載している

。 
1.安全管理に関する基本的な考え方 
2.医療安全管理委員会その他の病院の組織に関する基本的事項 
3.医療安全教育のための職員研修に関する基本方針 
4.医療安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
5.医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
6.医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
7.患者等からの相談への対応に関する基本方針 
8.その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
本院における医療に係る安全管理体制の確保及び推進を目的に、神戸大学 
医学部附属病院医療安全管理委員会を設置し、原則として月1回開催し、 
次の事項について審議等を行っている。 

 
・ 開催状況：年 12 回 
 
・ 活動の主な内容： 

1.重大な問題その他委員会において取り扱うことが適当な問題が発生し
た場合における速やかな原因の究明のための調査及び分析 

   2.前号の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善
のための方策の立案及び実施並びに職員等への周知 

   3.前号の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方
策の見直し 

   4.インシデント、アクシデント等の報告（全死亡例及び一定基準以上の
有害事象等の報告）の実施の状況の確認、必要な検証及び確認結果の
報告 

   5.前号に規定する実施の状況が不十分な場合における適切な報告のため
の職員への研修及び指導 

  6.その他医療安全管理に関すること 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

病院職員（医員、研修医、専攻医、大学院生及び事務を含む全職種） 
を対象に、「医療安全に関する職員必修講習」を年2回実施している。 

 
【1回目】令和6年6月3日～6月28日開催 
2024年度医療安全に関する職員必修講習Ⅰ 

①「検査・処置における鎮静の安全管理」 

②「みんなで取り組むポストコロナの感染対策」 

③「抗菌薬と消毒薬の適正使用」 

④「薬剤の誤投与に係る死亡事例の分析」 

⑤「検査前工程の注意事項について～不適切な事例がもらたす不利益～」 
 
【2回目】令和6年12月2日～令和7年1月10日開催 

2024年度医療安全に関する職員必修講習Ⅱ 

①「特定機能病院に求められる医療安全管理」 

 



 
 

 

 ②「インスリンバイアル製剤による死亡事例をゼロにするために」 

③「冬季の院内感染症対策で覚えておきたいこと」 

④「抗菌薬と消毒薬の適正使用」 
⑤「医療機器の安全使用について」 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
（1）院内で発生したインシデント事案と改善策の周知のため、各部署に配

置した「質・安全マネジャー」を対象にした連絡会議を開催し、医療安

全への意識を高めるよう努めている。 

なお、質・安全マネジャーは「質・安全マネジャー連絡会議」を必修と

している。（令和 6年度開催実績：連絡会議 6回） 

(2)有害事象が発生した場合は、直ちに当該部署の質・安全マネジャーか

ら医療の質・安全管理部へ連絡するとともにインシデント報告システム

から報告することを義務付けている。医療の質・安全管理部は当該事象

の検証を行なう。重大な結果が生じた事象は直ちに病院長に報告すると

ともに、緊急問題検討会議が召集され検証及び対応について審議する。 

（3）医療安全、薬剤及び医療機器に関する重要事項の周知は、広報紙「く

すのきスクエア」にまとめて発行し（令和 6年度は年 7回発行）、日本

医療機能評価機構発行の医療安全情報と併せて配付している。 
また、各部署内での回覧状況が確認できるよう専用ファイルで管理し、
押印又はサインすることとしている。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 

 

規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・院内感染対策に関する基本的考え方 
・院内感染対策のための委員会・組織 
・院内感染対策のための職員等に対する研修に関する基本方針 
・院内感染発生時の対応（報告体制含む）に関する基本方針 
・患者・家族等に対する指導およびインフォームドコンセントと当該指針の閲覧に関する基本方

針 
・その他院内感染対策の推進のために必要な基本方針（サーベイランス・院内ラウンド・抗菌薬

適 
正使用支援・特定抗菌薬届出の監視・コンサルテーション・職業感染対策・マニュアルの編集

・ 
院内環境の整備） 

  ・感染制御の地域連携 
  
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 13 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

MRSA及び耐性菌の検出報告、アウトブレイク疑い対応、院内ラウンド報告、医療関連サーベイ
ランス、感染管理リンクナース会報告、職業感染予防対策（新型コロナウイルス対策、結核曝
露対策、ワクチン接種、血液・体液曝露予防など）、院内感染予防マニュアルの改訂、院内研
修の計画・実施報告 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 8 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

･ 新規採用者全員対象に、院内感染対策の基本と針刺し予防の講義（ｅ-ラーニング） 
･ 全職種に対して、職員必修講習会として年２回実施。医療安全部門と共に、時期に応じて院
内感染対策上重要なポイントおよびトピックスや実例について講演 

･ 職種別や部門別（医師、看護師、診療技術部門等）対象に、各職種に応じた現場で遵守すべ
き感染対策の知識や技術について資料配布、講義（ｅ-ラーニング）、トレーニング 

・外部委託業者への講習会を職種別に講義（DVD配布） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

感染症法に決められている届け出が必要な感染症の報告体制、および感染対策上重要な感染症
に対する感染制御部を中心とした監視体制。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

･ 感染対策実施状況を確認するために、オンタイムおよび随時(4-5回/週）に院内ラウンドを実
施し、必要時指導。 

･ 抗菌薬使用状況を継続的に調査し、毎週開催の抗菌薬適正使用プロジェクトで抗菌薬の使用
法 

をメール審議し、随時介入指導。 
･ 現場医療従事者からのコンサルテーションをうけて、随時対応。 
･ 侵襲処置・医療器具関連感染、血液・体液曝露のサーベイランスを実施 
･ 職員に対してB型肝炎、4種ウイルス(麻疹、風疹、水痘、ムンプス)のワクチン歴や抗体価の調 

査およびワクチンの推奨を行い、データ管理を実施。 
･ 新興・再興感染症の対応を協議し、院内全体に感染防止対策を周知徹底 
･ 改築、改修時の院内のファシリティーマネージメントの実施。 
･ 医学科学生（BSL前）及び保健学科学生に、感染防止対策の講義と手指衛生や個人防護具の使 
用方法について演習（オンライン含む）を実施。 

 



 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 

 

規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る
措置 

 
 
①  医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
②  従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 18 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
(1) 新規採用職員を対象としたオリエンテーションで医療安全を含めた医薬品に係る講習（e-ラ
ーニング形式）を実施した。内容は、処方箋の記載方法、医薬品の取り扱い方法、院内の薬剤に関
する運用方法、薬剤関連の重大インシデント等である。 
(2) 全職員を対象とした講習会（e-learning形式）を6月に実施した。テーマは「薬剤の誤投与
に係る死亡事例の分析」である。習熟度確認のため、講習会終了後はマークシート方式による確認
試験を実施した。 
(3) 薬剤部では部内で発生したインシデント事例等を情報共有する「薬局会」を月１回開催して
いる。参加者には会終了後にアンケートを記載させており、薬剤部長、副薬剤部長、薬剤主任等は
それを回覧し業務改善に繋げている。 
(4) 例年通り、新人看護師を対象として「薬剤の基礎知識」をテーマとする講習会を実施した。
また、病棟看護師を対象に「精神科治療薬」「糖尿病薬」「睡眠薬・抗精神病薬」等をテーマとし
た短時間講習を実施した。 
 
③  医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業

務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
「医薬品の安全使用のための業務手順書」は必要に応じて改訂しているが、少なくとも年1回は改訂
を行い医薬品安全管理委員会で審議し、医療安全管理委員会で承認を得ている。また、薬剤部職員
はこの手順書に基づき作成した「医薬品安全管理点検表」を用いて薬剤部以外に保管する医薬品等
の管理状況を確認している。管理状況に不備がある場合は管轄看護師長等に連絡し改善を依頼する
。 
 
④  医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情

報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 未承認新規医薬品については2事例承認した。具体的には①皮膚科「CHILD症候群に対する1%アト
ルバスタチン・2%コレステロール混合外用治療」、②小児科「Lambert-Eaton筋無力症候群に対する
3,4」である。 
 適応外使用については5事例承認した。具体的には①小児科「SLEに対するアニフロルマブ静注療
法」、②腫瘍・血液内科「特発性肺炎症候群（IPS）に対するエタネルセプトの使用」、③消化器内
科「エノキサパリンナトリウムによる入院中の炎症性腸疾患患者に対する血栓塞栓症予防」、④皮
膚科「ベッカー母斑症候群の片側乳房低形成に対するスピロノラクトン内服療法」、⑤呼吸器内科
「ステロイド治療抵抗性の免疫関連尿管炎・膀胱炎に対するインフリキシマブでの治療」である。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
(1) 薬剤部の薬品情報室はPMDAナビや各種ホームページの閲覧によりイエローレター、ブルーレ
ターを含む医薬品の安全使用のために必要な情報収集を行っており、得られた情報は速やかに院内
周知している。また、イエローレター、ブルーレターについては当該薬剤の使用患者リストを病棟
薬剤師に提供し、副作用発現状況等を確認すると共に、主治医等に情報提供を行っている。 
(2) 2016年9月より、薬剤部の主任質・安全マネジャーと医薬品安全管理者は安全使用の確認を
目的として使用状況の確認を行う医薬品を選定し、薬品情報室に処方状況のデータ収集作業の指示
を出している。その情報は必要に応じて院内発行紙の「くすのきスクエア」に掲載して院内周知を
図ることとし、必要に応じて、医療の質・安全管理部が院内ラウンドを行う際に周知状況の確認を
行っている。 

(注）前年度の実績を記入すること。 

  



 
 

 

規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 

 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年210回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
令和6年度は全体研修会13回、安全使用研修35回、新規導入等研修125回、その他放射線部研修37回 

(1) 職員必修講習 

a. 除細動器・AEDについて 

(2) 医療機器安全に関する必修講習（前・後期） 

a. 人工呼吸器について 

b. 血液浄化装置について 

c. 人工心肺装置・補助循環装置について 

d. 閉鎖式保育器について 

(3) その他の特定保守管理装置の講習 

a. 診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射装置について 

(4) 新入職員等のための研修 

a. 輸液・シリンジポンプ 

b. 人工呼吸器 

c. 血液浄化装置 

(5) 新規導入機器・機器配置変更等のための研修会 

a. 人工呼吸器 

b. 補助循環装置 

c. 血液浄化装置 

d. その他 

(6) 医療機器安全使用・適正使用に関する研修等 

a. 人工呼吸器 

b. 血液浄化装置 

c. その他 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

(1) 人工心肺装置・補助循環装置（IABP、経皮的補助循環装置、体外設置型補助人工心臓装置）、人

工呼吸器、血液浄化装置、除細動装置、閉鎖式保育器、ＣＴエックス線装置、診療用高エネル

ギー放射線発生装置、診療用放射線照射装置、磁気共鳴画像診断装置等の保守点検を実施 

(2) 補助循環装置、人工呼吸器、生体情報モニター、除細動装置等の日常点検を実施 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 



 
 

 

 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

(1) 従事者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施 

(2) 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の適切な実施 

(3) 医療機器の安全使用のための情報の収集（不具合情報、安全情報、健康被害等情報） 

a. 収集した情報は医療機器安全管理委員会に報告している。 

b. 医療機器安全管理委員会から関連部署へ通知し周知を図っている。 

c. 医療安全管理委員会へ不具合情報ならびにその対応について報告している。 

(4) 未承認等の医療機器を用いた医療の提供 

(5) 医療機器の安全確保を目的とした改善方策の実施 

(6) 医療機器の添付文書及び取扱説明書の管理 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

  



 
 

 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
副病院長（リスクマネジメント担当）を医療安全管理責任者に選任し、医療の質・安全管理部、 
医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者及び医療放射線安全管
理責任者を統括している。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 4 名）・
無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医療の質・安全管理部と連携し、令和 6年度は年 5回発行した「くすのきスクエア」（医療安全、医

療機器、薬剤）により周知徹底を図った。また、薬品情報室ニュース（採用薬・副作用・安全性情

報）を適宜発信し周知している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認薬についてはすべて審査対象としている。適応外使用については、医薬品安全管理委員会に

て「医薬品に関する未承認、禁忌、適応外使用に関する相談フォーム」を作成し、適応外使用のう

ち高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品等実施審査委員会で審査を要する範囲を定めて運用

している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属： 薬剤部 ，職種 薬剤師 ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：インフォームドコンセントに関する責任者が定期的に入院診療録のピアレビューを行い、不十

分な場合には適切に実施されるよう研修・指導を行っている。医師による次の７項目のカルテ記載



 
 

 

を必要としている。 

 1.対象者（患者またはその代諾者） 2.説明場所  3.説明日時  4.同席者（医療者） 5.説明内容 

 6.説明時の患者またはその代諾者の反応等  7.患者またはその代諾者に同意を得たこと 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録管理責任者は、定期的に診療録等の記載内容の確認を行い、不十分な場合は、記載方法や

内容の研修・指導等を行っている。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（２）名、兼任（６）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

 医療安全に関すること 

(1) 医療安全管理委員会の方針に基づき、同委員会と連携し、院内の医療安全に努める。 

(2) インシデント事例収集、分析及び再発防止策を立案する。 

(3) インシデント・アクシデント審議会、事例検証会等を開催し、事例の検証、調査及び対策の立

案を行う。 

(4) 医療安全活動の企画、立案を行う。 

(5) 院内外で収集した医療安全情報の院内周知や医療安全に関する職員教育を行う。 

(6) 高難度新規医療技術を用いた医療の提供に関する適否判断と導入後のモニタリングを行う。 

(7) 医療安全に配慮した各種マニュアルの作成、改訂を行う。 

(8) その他、医療安全に関する業務を行う。 

医療の質に関すること 

(1) 医療情報から医療の質の評価に役立つ指標を病院戦略室と協働で分析、評価する。 

(2) 医療の質において評価が低く、問題となった点の分析、改善策の立案を行う。 

(3) 臨床倫理に関した事例等の対応支援を行う。 

(4) 総合的質管理委員会、業務標準化委員会と連携し、医療の質向上に努める。 

(5) 部門横断的な質改善活動等、院内の医療の質改善活動の支援を行う。 

(6) その他、医療の質改善に関する業務を行う。 

 

モニタリングの具体例 

 院内死亡事例、院内急変事例、転倒・転落発生率ならびに損傷発生率、など 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 3 件）、及び許可件数（ 3 件） 



 
 

 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

(1)病院長の命を受け、新規医療技術等の責任者として業務を掌理する 

(2)新規医療技術等の適否等について関係各部署に対し、意見を求める 

(3)決定した内容及び規程等の遵守状況を病院長に報告する 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 7 件）、及び許可件数（ 7 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1)病院長の命を受け、未承認新規医薬品等を用いた医療の責任者として業務を掌理する。 

(2)未承認新規医薬品等を用いた医療提供の適否について関係各部署に対し、意見を求める。 

(3)決定した内容及び内規等の遵守状況を病院長に報告する 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 317 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 96 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

(1) 重大な問題その他委員会において取り扱うことが適当な問題が発生した場合における速やかな



 
 

 

原因の究明のための調査及び分析 

(2) 分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施並

びに職員等への周知 

(3) 改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直し 

(4) インシデント、アクシデント等の報告（全死亡事例及び一定基準以上の有害事象等の報告）の 

実施の状況の確認、必要な検証及び確認結果の報告 

(5) 実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための職員への研修及び指導 

(6) その他医療安全管理に関すること 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：高知大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：札幌医科大学附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

＜助言内容１＞  

医師の医療事故の報告数をより向上するため、早期からの医療安全に関する文化醸成を目的とし

た、研修医によるインシデントレポート報告の取り組みを提案したい。 

＜具体的な取り組み１＞ 

・ 総合臨床教育センターの質・安全マネジャーとの連携を強化し、各部署や各部門から報告される

事例のうち、初期研修医が関与している可能性が高い事例については、総合臨床教育センターの

質・安全マネジャーにも当該報告書を共有している。また、今年度新たに「研修医が関与するイ

ンシデント・アクシデント発生後の手順について」のフローが作成された。作成にあたり、医療

の質・安全管理部も協働している。 

 

＜助言内容２＞ 

院外処方における監査法、特に併用禁忌アラートが発出できないことについて、システムによる

解決が難しい事象ではあるが、院外薬局との連携推進や診療科への情報提供など、コミュニケーシ

ョン強化を目指した取り組みが解決の一助となりうる。 

＜具体的な取り組み２＞ 

・医師の処方オーダ時に院内システムによる併用禁忌チェックを実施しており、当院からの処方に

おけるリスクを最小化している。院外薬局で発生した医師への疑義照会や処方変更については、

トレーシングレポートなどを通じてフィードバックを受けており、病院ではその内容を患者カル

テに反映させることで、処方医および院内全体で情報を共有する体制を構築している。こうした

取り組みにより院外薬局との連携推進に努めている。 

 

＜助言内容３＞ 

高難度新規医療技術実施後の能動的なモニタリングは、難しい課題ではあるが、モニタリングを

通 

じて報告忘れがなくなることに期待したい。 

課題としては、高難度新規医療技術の事前把握と手術室など関連部門への周知を挙げていた。診

療 

科に報告を働きかけたりする等、課題解決に向けて取り組んでいるものもあるので、継続していた



 
 

 

だきたい。 

＜具体的な取り組み３＞ 

・高難度新規医療技術・新規医療技術承認後のフロー図を作成し医療安全管理マニュアルに掲載す

ると同時に、該当技術申請者を招集し説明会を計 3回開催した。また、当該技術施行前後の報告

の流れがわかるように用紙を作成し、当該技術説明書/同意書一式にその用紙を挟み込むようにし

た。技術施行前の平日 17時までに報告いただくよう周知した。さらに、高難度新規医療技術該当

診療科には年 2回、「高難度新規医療技術一覧」「セルフチェックシート」を該当診療科長宛に

メールで送信していたが、間の 3カ月時点で通知書を送付することとした。 

 

＜助言内容４＞ 

Incidental findings についての放射線科との連携に関して、電話連絡だけでなく、システムを介

した更なる関係強化を期待する。 

＜具体的な取り組み４＞ 

・未読アプリ上で重要所見としてフラグが立つようになっている。個別の患者の電子カルテを開い

た際に、未読の所見があればメッセージが表示される他、未読状態が長期となる場合は電子カル

テ内のメールで通知が送信される。これらは助言を受けた時点で実装されている。電子システム

上でのこれ以上の介入は難しい。加えて、月に 2回医療の質・安全管理部で Incidental findings

を含めた重要所見については適切な対応がとられているか電子カルテを確認し、未対応の場合は

メールで対応を依頼している。依頼時には前回依頼分の未対応事例について再度電子カルテを確

認し、対応の漏れが無いようにしている。また、その内容は病院長、医療安全管理責任者とも情

報共有している。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

 患者支援センターに入退院支援・総合相談部門を置き、患者相談業務を行っている。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．病院職員（医員、研修医、専攻医、大学院生及び事務を含む全職員）を対象に、「医療安全に

関する職員必修講習」を年 2回実施している。 

【1回目】令和 6年 6月 3日～6月 28 日開催 

 2024 年度医療安全に関する職員必須講習Ⅰ 

 ①「検査・処置における鎮静の安全管理」 

 ②「みんなで取り組むポストコロナの感染対策」 

 ③「抗菌薬と消毒薬の適正使用」 



 
 

 

 ④「薬剤の誤投与に係る死亡事例の分析」 

 ⑤「検査前工程の注意事項について～不適切な事例がもたらす不利益～」 

 

 【2回目】令和 6年 12 月 2 日～令和 7年 1月 10日開催 

 2024 年度医療安全に関する職員必修講習Ⅱ 

 ①「特定機能病院に求められる医療安全管理」 

 ②「インスリンバイアル製剤による死亡事例をゼロにするために」 

 ③「冬季の院内感染症対策で覚えておきたいこと」 

 ④「抗菌薬と消毒薬の適正使用」 

 ⑤「医療機器の安全使用について」 

２．院内で発生したインシデント事案と改善策の周知のため、各部署に配置した「質・安全マネジ

ャー」を対象とした連絡会議を開催し、医療安全への意識を高めるように努めている。 

【1回目】令和 6年 5 月 30 日 質・安全マネジャー連絡会議 

    「前年度インシデントの振り返り」 

 【2回目】令和 6年 7月 29 日 質・安全マネジャー連絡会議 

     「MET 症例を振り返って」 

【3回目】令和 6年 10 月 4 日 質・安全マネジャー連絡会議 

「ニューモシスチス肺炎の予防」 

「ステロイド治療の合併症とその対策」 

「ステロイドを使うみなさんに知っておいてほしいこと」 

【4回目】令和 6年 11 月 22 日 質・安全マネジャー連絡会議 

「薬剤関連インシデントについて」 

「術前休薬一覧と患者支援センター薬剤師外来診療棟の運用について」 

「糖尿病治療薬の休薬～みなさまに知っておいてほしいこと～」 

【5回目】令和 7年 1 月 31 日 質・安全マネジャー連絡会議 

「薬剤のダブルチェック関連のインシデントについて」 

 【6回目】令和 7年 3月 27 日 質・安全マネジャー連絡会議 

「医療安全管理マニュアル第 19 版の改訂箇所について」 

「高難度新規医療技術・新規医療技術承認後のフローについて」 

「医療安全管理マニュアル第 19 版「褥瘡」の改訂について」 

「医薬品副作用被害救済制度について」 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 公益財団法人日本機能評価機構が主催する令和 6年度特定機能病院管理者研修を受講 

 管理者（令和 7年 2月 14 日受講）、医療安全管理責任者（令和 6年 12月 12 日受講）、医薬品 

安全管理責任者（令和 7年 1月 17 日受講）、医療機器安全管理責任者（令和 6年 11月 26 日受

講） 

 

（注）前年度の実績を記載すること 



 
 

 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

●令和 3年 10 月 27 日から令和 3年 10 月 29 日にかけて、公益財団法人日本医療機能評価機構（以

下、機構）が実施する病院機能評価のうち、一般病院 3による評価を受審した。 

●令和 3年 12 月 24 日に機構から中間的な結果報告を受領した。 

●令和 4年 1月 25日に機構へＣ評価項目（６項目）に対する補充的な審査の受審意向登録（申込

み）後、令和 4年 2月 4日に改善報告書を提出した。 

●令和 4年 3月 3日にＣ評価項目の内容及び改善報告書に基づき「訪問による審査」の旨が決定さ

れ、令和 4年 4月 11 日補充的な審査を受審した。 

●令和 4年 6月 3日付けで、「認定留保」となった旨、審査結果を受領した。 

●令和 4年 6月 28日付けで審査結果報告書を受領し、この日から起算して６ヵ月以内に再審査を受

審し、改善要望事項として挙げられた４項目に係る改善の取り組みが評価できる資料を提出するこ

ととされている。 

●令和 4年 7月 25日付けで、再審査の申込みを行った。 

●令和 4年 11 月 14 日付けで、再審査に係る報告資料の提出を行った。 

●令和 5年 2月 24日、再審査を受審した。 

●令和 5年 4月 7日付けで、日本医療機能評価機構から「認定」の通知を受理した。 

●令和 6年 10 月 28 日付けで、審査結果報告書において改善要望事項として挙げられた４項目につ

いて改善審査の連絡があった。 

●令和 7年 4月 21日付けで、改善審査の申込みを行った。 

●令和 7年 4月 30日、改善審査を受審した。 

●令和 7年 8月 22日付けで、日本医療機能評価機構から「認定留保」となった旨、審査結果を受領

した。この日から起算して６ヵ月以内に再審査を受審し、改善要望事項として挙げられた２項目に

係る改善の取り組みが評価できる資料を提出することとされている。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

本院ホームページに専用ページを開設しており、認定証及び日本医療機能評価が作成する「審査結

果報告書」を公表している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 



 
 

 

認定留保の審査結果を受け、「Ｃ」評価と判定された事項を重点的に改善に取り組み、病院全体で

医療の質の向上に向けた取り組んだ。 

１．職員への情報共有 

認定留保の審査結果を受け、病院執行部会議、病院運営審議会、業務連絡会議の病院の主要会議で

報告し、病院職員へ情報共有を行った。 

 

２．改善に向けた取り組み 

（１）令和 7年度「病院の目標」の設定 

本来の特定機能病院・高度急性期病院としての機能をしっかりと確保していくため、また、病院機

能評価をきっかけとした特定機能病院としての機能の更なる充実を目標とし、令和 7年度の「病院

の目標」を定めた。病院全職員に対し、病院機能の更なる改善、充実に向かって継続的な取り組み

を進めるよう、周知を行った。 

（２）職員必修講習の実施 

職員向け必修講習として病院機能評価受審において改善要望された項目を含む医療安全に関する講

習会を実施した。インシデント防止における薬剤の一施用理の有効性、ハイリスク薬の取扱いなど

医療に係る安全管理のための基本的な考え方及び具体的方策について職員に周知徹底を図るため、

e-learning による講義を行った。 

（３）コアミーティングの実施 

病院長をはじめ病院執行部を中心としたメンバー構成で、改善要望事項の課題解決に向けたミーテ

ィングを隔週で実施した。各関係部署で改善に向けたロードマップを作成して課題解決に向けて対

応を行うとともに、コアミーティングでは、その進捗状況を確認し必要に応じて病院全体で改善に

向けて対応を行った。 

（４）「認定期間中の確認」に向けて取り組み状況の確認 

病院機能評価の認定を受けてから 3年目となる年に、病院における質改善活動の取組状況の確認及

び報告が必要であるため、日本医療機能評価機構から「B」評価と判定された項目について、改善策

に対する進捗状況の報告・確認を行い、令和７年に報告した。各部署において認定時から継続して

病院の質改善に向けた取り組みを実施しており、医療の質と安全の継続的な向上につなげている。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

（1）医療法第１０条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 

（2）大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 

（3）医療安全管理業務の経験並びに医療安全を第一に考える姿勢及び指導力を備え，医療安全確

保のために必要な資質・能力を有する者であること。 

（4）パンデミック等の予期せぬ事態が発生した際の適切な医療体制整備及び運営に必要な資質・

能力を有する者であること。 

（5）神戸大学医学部附属病院の理念・基本方針を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダー

シップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・ 公表の方法 

  大学ホームページ 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（  ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ ） 

・ 公表の方法 

 大学ホームページ 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の

関係 

木戸 良明 理事(企画・人事・

総務・病院担当) 

◯ 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 1 号 

有 

河端 俊典 理事(研究・社会共

創・イノベーショ

ン担当) 

 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 1 号 

有 

村上 卓道 大学院医学研究科

長 

 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 2 号 

有 

石田 達郎 大学院保健学研究

科長 

 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 3 号 

有 

福本  巧 医学部附属病院肝

胆膵外科長・教授 

 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 4 号 

有 

鈴木 康之 兵庫県立淡路医療  神戸大学医学部附属病院長候補者 無 



 
 
 

 
センター 院長 選考会議規程第 3 条第 1 項第 5 号 

堀本 仁士 神戸市医師会長  神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 5 号 

無 

山下 輝夫 兵庫県保健医療部

長 

 神戸大学医学部附属病院長候補者

選考会議規程第 3 条第 1 項第 5 号 

無 

  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

(1) 主要人事（病院管理部門の長，診療支援・企画部門の長，診療科長，中央診療部門の長

,専門診療施設等の長，薬剤部長，看護部長及び医療技術部長） に関する事項 

(2) 病院組織の改編に関する事項 

(3) 人事制度，定員の変更に関する事項 

(4) 予算の配分及び執行並びに決算に関する事項 

(5) その他答申を行うべき事項 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

ホームページ及び業務連絡会議にて報告 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

ホームページ 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

※内規上は、必要と認められる時に意見を聴取できることとされているが、令和6年度において

は聴取していない。 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

黒田 良祐 ○ 大学教員（医師） 病院長 

眞庭 謙昌  大学教員（医師） 
国際がん医療・研究センタ

ー長 

大竹 寛雅  大学教員（医師） 副病院長 

菱本 明豊  大学教員（医師） 副病院長 

三宅 秀明  大学教員（医師） 副病院長 

岡田 健次  大学教員（医師） 副病院長 

野津 寛大  大学教員（医師） 副病院長 

板東 由美  看護師 副病院長 

前田 英一  大学教員（医師） 病院長補佐 



 
 
 

 

伊藤 智雄  大学教員（医師） 病院長補佐 

児玉 裕三  大学教員（医師） 病院長補佐 

尾藤 祐子  大学教員（医師） 病院長補佐 

寺井 義人  大学教員（医師） 病院長補佐 

篠山 隆司  大学教員（医師） 病院長補佐 

㇠井 一典  大学教員（医師） 診療科長 

三枝 淳  大学教員（医師） 診療科長 

淺原 俊一郎  大学教員（医師） 診療科長 

千原 典夫  大学教員（医師） 診療科長 

南 博信  大学教員（医師） 診療科長 

岩田 健太郎  大学教員（医師） 診療科長 

村上 卓道  大学教員（医師） 診療科長 

佐々木 良平  大学教員（医師） 診療科長 

久保 亮治  大学教員（医師） 診療科長 

掛地 吉弘  大学教員（医師） 診療科長 

福本 巧  大学教員（医師） 診療科長 

國久 智成  大学教員（医師） 診療科長 

中村 誠  大学教員（医師） 診療科長 

榊原 俊介  大学教員（医師） 診療科長 

小幡 典彦  大学教員（医師） 診療科長 

明石 昌也  大学教員（歯科医師） 診療科長 

小谷 穰治  大学教員（医師） 診療科長 

酒井 良忠  大学教員（医師） 診療科長 

瀧本 禎之  大学教員（医師） 病院管理部門の長 

宮良 高維  大学教員（医師） 病院管理部門の長 

髙橋 路子  大学教員（医師） 診療支援・企画部門の

長 

青井 貴之  大学教員（医師） 診療支援・企画部門の

長 

村垣 善浩  大学教員（医師） 診療支援・企画部門の

長 



 
 
 

 

松岡 広  大学教員（医師） 診療支援・企画部門の

長 

宮西 正憲  大学教員（医師） 診療支援・企画部門の

長 

千藤 荘  大学教員（医師） 中央診療部門の長 

増田 充弘  大学教員（医師） 専門診療施設等 

永瀬 裕朗  大学教員（医師） 専門診療施設等 

山口 雅人  大学教員（医師） 専門診療施設等 

福沢 公二  大学教員（医師） 専門診療施設等 

立原 素子  大学教員（医師） 専門診療施設等 

多田 俊史  大学教員（医師） 専門診療施設等 

矢野 育子  大学教員（薬剤師） 薬剤部長 

今西 孝充  臨床検査技師 医療技術部長 

菊池 博之  事務職員 事務部長 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
   ホームページ 
 
 ・ 規程の主な内容 

医学部附属病院規則第３条第２項に「病院長は、病院全般の管理、運営を総括し、所属職
員（病院配置教員を含む。）を監督する。」とある。職員の任免については、病院内の内部
規則で定めたもの以外は、学長の任免になるが、その職員の選考（人選）にあたっては、病
院長に権限が付与されている。副病院長、病院長補佐については、それぞれの設置要項によ
り病院長の指名となる。 
主要人事（病院管理部門の長，診療支援・企画部門の長，診療科長，中央診療部門の長，

専門診療施設等の長，薬剤部長，看護部長及び医療技術部長）及び予算の配分等の重要事項
については、医学部附属病院規則第３条第３項、執行部内規第３条及び運営審議会内規第４
条により、病院長及び副病院長等により組織される執行部等において決定される。以上のこ
とから、病院長に一定の人事・予算執行権限が付与されていることを明確化している。 

 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
・神戸大学医学部附属病院副病院長設置要項を定めており、副病院長は、病院長の 

職務を分担し、病院長不在の際はその職務を代行することとなっている。 
 

・神戸大学医学部附属病院病院長補佐設置要項を定めており、病院長補佐は、病院の 
管理運営等に関する個別の具体的事項について企画立案を行い、病院長に提言する 
こととなっている。 

 
 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
・人事について 

病院内の内部規則で定めたもの以外は、学長の任免になるが、その職員の選考 
（人選）にあたっては、病院長に権限が付与されている。副病院長、病院長補佐に 
ついては、それぞれの設置要項により病院長の指名となる。 
また、主要人事（病院管理部門の長，診療支援・企画部門の長，診療科長，中央診 

療部門の長，専門診療施設等の長，薬剤部長，看護部長及び医療技術部長）につ 
いては、医学部附属病院規則第３条第３項、執行部内規第３条及び運営審議会内規 
第４条により、病院長及び副病院長等により組織される執行部等において決定される。 

 
  ・研修について 

公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する「特定機能病院管理者研修」を病院のマネ
ジメントを担う者（管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者）に受講させ、
その育成を行っている。 

 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２ 回 

・活動の主な内容： 

下記業務について、病院長に対し報告を求め、必要に応じて実地監査を行う 

(1) 医療安全管理に係る体制 

(2) 医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の業務の状況 

(3) 医療の質・安全管理部の業務の状況 

(4) 医療に係る安全管理のための委員会等の業務の状況 

(5) その他医療安全管理に関して必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

ホームページ 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

土井 智文 日本赤十字病

院神戸赤十字

病院 

副院長兼内科

部長 

○ 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する 

その他学識経験

を有する者 

有・無 1 

丸山 英二 京都府立医科

大学 

大学院医学研

究科 

客員教授（非常

勤） 

 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する 

その他学識経験

を有する者 

有・無 1 

花田 裕之 一般財団法人 

神戸市学校給

食会会長 

 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 



 
 
 

 
   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
   管理者の業務の執行が法令に適合することを確保するための体制については、 

国立大学法人神戸大学内部監査規程（平成１６年４月１日制定）に定める内部監査その 
他の本学において実施する各種監査により整備されている。 

   病院運営管理では、法令諸規則に準拠した運用がされているかについて内部監査及び 
実地監査を行い、医療安全管理では、外部監査の意見、相互レビューの助言について 
対応措置が講じられているかについて監査を行う。 

なお、管理者は、内部統制システム（e-learning）研修を受講し、病院における 
内部統制システム実施状況を定期的に学長に報告している。 

学長は、報告の結果必要と認めるときは、内部統制委員会の議を経て改善を管理 
者に命ずる。 

管理者は、改善内容及び結果について学長に報告する。 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   ホームページ 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
   開設者（学長）による特定機能病院（医学部附属病院）の業務の監督に係る体制に 

ついては、病院業務監督会議において、病院の運営方針，中期計画，予算及び決算そ 
の他の附属病院の管理運営に関する重要事項について監督されており、確保されている。 

 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   ホームページ 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：病院業務監督会議 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

木戸 良明 神戸大学 ○ 有・無 

森山 睦 神戸大学  有・無 

山下 輝夫 兵庫県保健医療部  有・無 

木下 芳一 兵庫県立はりま姫路総合医療センター  有・無 

森  悦朗 大阪大学大学院連合小児発達学研究科  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 ホームページ、医療スタッフポケットマニュアル、医療安全管理マニュアルに記載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 方法：病院ホームページに記載 

内容：各種治療実績・成績、医療機能情報提供、先進的な医療について 等 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

② 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

呼吸器センター(呼吸器内科、呼吸器外科等)、腫瘍センター（腫瘍・血液内科、緩和 

支持治療科等）、ＩＣＵにて複数の診療科が連携し対応。 
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